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○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開会］ 

○議長（沼田邦彦）  おはようございます。傍聴席の皆様には、早朝よりお集まりいただき

まして、ありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。定足数に達しておりますので、平成３０年第４回

那須烏山市議会９月定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に報告いたします。地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課長

及び代表監査委員の出席を求めておりますので御了承願います。 

 次に、本日からの定例会に当たり、去る８月２８日に議会運営委員会を開き、議会運営委員

会の決定に基づき会期及び日程を編成いたしましたので、御協力くださりますようお願い申し

上げます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第８７条の規定により、議長において指名いたします。会議録署名議員に、 

         ７番 矢板議員 

         ８番 滝口議員を指名いたします。 

                                    

     ◎日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。この定例会の会期は、さきに送付したとおり、本日から９月１９日まで

の１６日間としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１６日間に決定いたしました。なお、会期中の会議の日程は、送付

してあります会期日程表により行いますので御協力願います。 

                                    

     ◎日程第３ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 

                 について） 
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○議長（沼田邦彦）  日程第３ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決

定及び和解について）を議題といたします。 

 なお、以降の議案書の朗読については、会議規則第３６条の規定に基づき、議長が必要と認

める場合を除き省略します。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  報告第１号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会において指定されている市の義務

に属する損害賠償の額の決定及び和解について専決処分いたしましたので、報告するものであ

ります。 

 専決処分の内容は、平成３０年５月１５日午前７時５５分ごろ、市道田野倉小白井線、那須

烏山市三箇地内において、相手方車両が当該地を通行中、当該市道上に発生していた陥没穴に

脱輪し、左前輪タイヤのサイドウオールに亀裂が生じパンクさせてしまったものであります。 

 なお、損害賠償額は相手方車両の修理代であり、損害賠償額１万９,１００円のうち市の過

失割合を３０％相当額として、５,７３０円を市が支払うことで和解が成立したもので、御報

告申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 本件は報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  今回はわずかな補償額で済みましたから、これは幸いであったかと

思いますが、私、この市道の管理責任につきましては、去る６月定例会一般質問の中でも申し

上げたばかりであります。そのときの質問の中で、破損している路面の現状を知りながら放置

しては、道路法からして道路管理者の重過失にならないかと申し上げたところであります。そ

れに対して担当課長から反論がありまして、決して放置などはしていない、わかり次第、穴埋

めはしているというようなことで、恐れ入ったわけなんですが、実際、今回のこの写真がつい

ていますね。この現場写真から判断しますと、この舗装の穴というのは相当前からあいていた

ように判断されますね。 

 それともう一つ申し上げたいんですが、この事故現場の田野倉小白井線、西野地内の舗装・

補修と、あわせて側溝整備、これに関しましては平成２３年１２月２２日付、今からでは７年

ほど前なんですが、地元の西野、小白井の自治会長さんから連名で陳情書が提出されているこ
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とは、これは事務局のほうでも御承知のことと思います。 

 このときは、議会は早速、現地調査をいたしまして、その結果、陳情は妥当として採決をし

ています。しかしその後、陳情に応えるための舗装修繕等を実施されているのでしょうか。こ

れが１点。されていないとするなら、事故は起こるべくして起こったのではないかと考えます。

まずこの点、お伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  先ほどの陳情の件なんですが、議員の言うとおり平成

２３年の１２月に陳情書を受理いたしまして、２４年の３月議会において委員会付託というこ

とで採択となっております。 

 採択に基づきまして、私どもは、全体で約２.２キロありますので、そのうち優先区間とし

て側溝整備を先に２５０メートル区間、既に実施しております。その後につきましては、抜本

的な改良等は財源等の確保が難しいものですから、随時スポット的に舗装修繕をしていること

が現実でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  ８月３１日付の新聞、これは課長も見られたかと思いますが、川俣

市長を含めたこの地区の道路整備関係者でもって、徒歩でもって現地調査をしたようですね。

その結果、川俣市長の談として、「実際に歩いてみて、子供たちにとって危険な場所があるこ

とを確認できた」とあります。それで早速、早急に対応できるよう要望活動などをしていきた

いと、こう話しているわけであります。 

 それで、この際お伺いしますが、こういった市長の感じたこと、さらにこの陳情に応えるた

めの舗装修繕等を実施する考えがあるのかどうか。特に今回、穴があいたあたり、あれから小

白井のトンネルの付近も、十字路のトンネルまで、あの辺は課長、ひどいですよ。路面は相当

ゆがんでいますし、舗装の路肩には穴があいています。ぜひ課長みずからこの辺を調査して舗

装修繕すべきと思いますが、この辺のところ、いかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  路面の状態は、私もじかに歩いて、またみずから補修作業

もしておりますし、状態はわかっております。ただ、現実的に抜本的な改良等の事業を導入す

るのには財源確保ということがありますので、当面は危険箇所、今回、不幸にもこんな事故が

起きてしまったんですが、スポット的な補修で当面は対応したいと思います。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解いたしました。 



平成30年第４回９月定例会 第１日 

－10－ 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

 １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  本当に今、中山議員がおっしゃいましたが、少ない金額といいます

か、小さい金額でよかったなと思います。それで、これのつけていただいている地図を見ます

と、京運商事南那須倉庫というようなところのどうも出入り口なのかなと思われます。そうす

ると大きい車がここを出入りして、出入りが多いとやっぱり破損が出るというようなことで、

うちの市道にもそういう出入りが多いようなところ、これをよく注意して見てもらうという、

これはお願いなんですけども、そういうところをチェックしておけばこういう事故も少しは防

げるのではないのかなと思うんですけれども、いかがでございましょう。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  この現場に関しましては今、議員言った運送会社がなかな

かちょっとおとなしい……、表現ちょっと悪いんですが、何か自分が悪いことをしているみた

いな感じで、私どものほうに破損状況を報告してくれていなかったのが現状でございます。で

すからその後、面談をいたしまして、破損があったら私どもが即、直しますのでということで

連絡、この現場に関してはしております。 

 あと今、渋井議員言ったように、大体、大型の出入り等が頻繁に起きる箇所につきましては

私どもで把握していますので、その箇所を今後、重点的にパトロール等をやっていきたいと思

います。 

○議長（沼田邦彦）  １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  市のほうと、わざわざここへ遠くから出てきてくれている会社さん

とよく道路を守るというようなコンセンサスがとれるようにお願いして質問を終わりますが、

答弁は結構でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  報告第１号でございますが、道路の破損に伴う走行中の車両のパン

クということでございまして、これはかなり金額は低いんですけども、場所によっては非常に

危険を伴う大きな事故につながる可能性を秘めているわけでございますので、早急に、こうい

うような事故が起きてからでは困りますので、市道の点検と補修というんですかね、そういう

ものをやられているとは思うんですが、さらに整備をお願いしたいなと思うんです。 

 私もあちこちの市道で、農道も含めてですけど、穴があいている、穴があいているというこ

とで都市建設課のほうに言うんですけども、どんどん直していただいてはいます。だけど後か

ら、後からあそこを直してくれ、ここを直してくれと言われますので、どこまで直って、どこ

まで直っていないのか自分でもわからないほど道路が穴があいている場合が多いんですよね。
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そういうものについて、市の職員も当然、通勤に道路を利用されていると思うんですが、それ

ぞれエリア等を決めて、行き帰りの中で道路の破損等があったらすぐに都市建設課のほうにつ

なぐということで、速やかに修繕を図るということを進めていただきたいなと思います。 

 あと２つ目は、こういうように走行中の車両に、事故につながるという問題でございますが、

前から私は指摘しておりますが、いわゆる民地とか、あるいは公用地、国有地の樹木の枝が道

路にかぶっていると。これが今度も台風まがいの風が吹きましたけども、大分、山間地でも倒

れまして、私も車をとめてどかしながら通行したというようなことが何回かあったんですが、

そういう問題が、今、台風通過中でございますので、また起きかねないわけで、倒れてからと

まればそれは大丈夫ですが、通行中に倒れると大きな事故になりますので、その辺、当然、そ

れぞれ所有者に通知のほうはされているとは思うんですけども、特にこれは県道になっちゃい

ますけども、上境の一の沢から大木須のほうへ行く道路、特に国有林、いわゆる雑木ですけど

も、国有林が県道を大分、覆っているんですよね。 

 これ、地元の方からも、行くたんびにあそこどうするんだ、あそこどうするんだということ

でおしかりを受けておりますので、営林署のほうに、危険を伴うので早急に道路に覆いかぶさ

っている樹木については伐採をするようにということで進言をしていただきたいなと思うんで

すが、その２点について御回答をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  まず、支障木の、市道に関することなんですが、今議会の

議案第１号の補正予算にそういった費用を盛り込んでおりますので、御審議のほどお願いしま

す。 

 あと、県道につきましては、道路管理者が栃木県烏山土木事務所なものですから、こちらの

ほうからその事情を、私ども状況わかっていますので、烏山土木事務所の保全部のほうにいろ

いろお願いに行ってまいりたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  最初のほうの質問なんですけど、それはわかっているんですよ。問

題は、各職員が自分の通勤のときにそれぞれエリアを決めて点検して、都市建設課に集中する

ような仕組みになっていますかと、こういうことなんですが、御回答がないのでもう一度確認

します。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  職員には以前は呼びかけとかやっているんですが、最近そ

ういったことで私、今ちょっと考えているのは、行政区長とか地域住民、市職員、もちろん職

員も住民ですから、全てが道路モニターになってもらいまして、今後、道路の状態を日常的に
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確認してもらうような方法をやっていきたいということで、道路モニターとして協力の呼びか

け、まずは職員のほうから徹底して直ちにやっていきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○１７番（平塚英教）  よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  時間がないのであれなんですけども、ちょっと確認なんですけど、本

市の財源を考えると、やっぱり優先順位を決めて使っていくという、これが大原則ですよね。

それで、このぐらいの穴がどうなんだとかそういうことも含めて、やっぱり全部１００％きれ

いになんていうことにはいかないんですけども、そういう目で見たときに、裏の道って、この

場所を求められたときに、例えばここを４０キロで走っていて、この写真見て、パンクすると

いうのがですね……。 

 それで、その率を決めるときに警察に入ってもらって、例えば４０キロ道路を５０キロで走

っていたといったら、こういうのってやっぱり賠償責任を問えるのかどうかまで含めてやらな

いと、この前の滝のところで枝が出ていたものにぶつかって、４０万円だか何だか払うと、こ

ういうのも一般市民、我々の価値観でいうと、それって本当にそこまで本当にやるのかよと。

お金が何ぼでもあるんだったらいいんですけども。という、そこまで、丁寧な言い方で、やっ

ぱり主張すべきところは主張すべきではないかなということは思うんですけども、その点が

１点。 

 それと、当然ここの会社の倉庫のところで大型車がたくさん出入りするので、この写真で見

ると、この内側、これは市の道なのかな。要はこれも含めて企業のほうにも協力を求めるとい

うか、そういう話し合いも、頭を低くしてでもお願いすべきじゃないかなと思うんですけども、

それらについての見解を、その２つ、お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  賠償に関しましては、私ども保険で対応していますので、

その中身の審査というのは全て保険……、私どもも事実関係を保険会社のほうに上げまして、

それでその中身の審査等は全て保険会社が審査をして、それで賠償を決めている現状でござい

ます。これはあくまでも保険の範囲内のということです。 

 あと、先ほどちょっと言ったんですが、この運送会社についてはちょっと奥ゆかしいことで、

路面が壊れているとかというのをずっと教えていただけなかったので、この事件以後、運送会

社とお話をしまして、市道に関しては私どもで、先ほど言ったんですが、補修しますというこ

とで、状態を報告してくださいということは話し合いできていますので、よろしくお願いしま

す。 
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○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  趣旨が伝わっていないようなんですけど、自分がお金を出す側にとっ

て、保険会社に任せておくからというのではなくて、やっぱりお金を払うほうが、相手の過失

もやっぱりちゃんと保険会社は見てくださいということを主張してもいいのであって、保険会

社が全てだから保険会社が７払えとか３払えといったら、はいって、それは幾ら何でも人がよ

過ぎるのであって、やっぱりこちらのほうはきちんと制限速度を守っていたんですかというこ

とは言うべきだと思うんですよ。それについての見解を聞きたかったのが１つです。 

 あと２番目のほうは、企業側のほうにもトラックでたくさん市道を通ったりするので、でき

ればプラスアルファでここは舗装するときにはここのところの合わせのところは業者さんのほ

うも強目につくってねとか、そういうことを言うべきではないかなという、その２つについて

の見解を求めたんですけども、それだけちょっと確認させてください。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  ちょっと説明が下手で申しわけないんですが、支払額につ

きましては、私どもがお金を払うわけじゃなくて、保険会社が支払いますので、その金額等、

過失割合、今回の場合ですと昼間で明るいときで直線道路で雨が降っていないということで、

保険会社の基準に基づきまして保険会社のほうが支払うということになっております。私ども

が支払うとか、支払額は決めるわけじゃないものですから。 

 あとそれと、この既存の運送会社につきましては、もうこれは既存ということで、今さらど

うのこうのと言うことは法的にできないもので、それは信頼関係で道路モニターになってもら

うということですね。 

 あと、新規にこのような事業所ができる場合、これは当然、道路法の手続等がありますので、

そちらのほうはちゃんとやっていますので、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  ３回目なのでおしまいですけど、２番目の話はわかりました。１番目

は、やっぱりうちが払う、保険会社が払うとかそういうことではなくて、保険金はうちが払っ

ているわけだから、やっぱりこういう見方でお願いしますよというのはぜひ言ってほしいなと

いうのをお願いして、おしまいにします。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  ただいまの報告第１号について、私ももう一度、改めてお聞き

したいと思います。 

 これは田野倉小白井線ですけれども、先ほど中山先輩が言われたように、平成２３年度に西

野、小白井の自治会の連名で陳情が出て、それで経済建設委員会で現地を視察して、議会は通
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っているわけですね。この道路、大変交通量が多いです。そしてここの事故現場の写真を見て

いただいておわかりのように、道路自体にも相当亀裂が入っております。カーブもありますし、

それから道も傾斜しております。大変危ない。そこに全然、歩道もない状態であります。 

 そういうことから、平成２３年度に自治会からそういう陳情が出て、当時の経済建設委員会

で可決をしたものだという経過を私は覚えておりますけれども、ちょこちょこ１００メートル

ぐらいずつ側溝の整備ぐらいはやっていただいているようでありますけれども、この路面がこ

ういうひび割れが全体的に、この道路は特にできているところです。また、車も長者ヶ平のほ

うから、小白井のほうから、三箇トンネルのほうから来る車と、それから大金・田野倉方面か

ら向かう車と、かなり狭いところをスピードを出して来る、大変危険な道路であります。 

 ですから、都市建設課としては市内至るところ危険なところ、あるかと思うんですが、どう

か優先順位を決めて、本当に交通量の多いところ、そういうところを重点的に優先順位、予算

を鑑みながら修理・改善をしていただければなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  事業の必要性に関しましては、私も十分わかっていますが、

問題は財源の確保ということで、事業化するまでにはちょっといろんな方面で調整が必要だと

思います。ですから、先ほど言ったように、当面の間はスポット的な修繕でやっていかなくち

ゃいけないということが現実でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  小田倉課長の言い分もわかります。予算もありません。その中

で都市建設課の方々は限られた範囲であちこちの道路修繕の要望に応えているのが現状かなと

思いますけれども、本当にこの田野倉小白井線、交通量も多くてスピードを出して、歩道がな

いんですね、全然ね。それで、ここの西野の方、地権者は全部、歩道の拡幅並びに側溝の拡幅

をするならば土地を提供するというところばかりでございます。その辺のことも踏まえて、こ

の道路の亀裂の状態を見ていただいてもわかるかと思うんですが、これがずっと小倉あたりか

ら続いているわけでありまして、いつ事故が起きてもおかしくないような状態でございます。

どうかそれを念頭に置いて、予算のある限り整備を進めていただければなと思います。よろし

くお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  今の議員提案のとおりで、今後いろいろ、いろんなことで

方策を練りまして、事業化について頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、報告第１号 専決処分の報告について（損

害賠償の額の決定及び和解について）は、報告のとおりでありますので御了承願います。 

                                    

     ◎日程第４ 報告第２号 一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況説明書の提 

                 出について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第４ 報告第２号 一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況

説明書の提出についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  報告第２号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、那須烏山市農業公社から平成

２９年度経営状況説明書が提出されましたので、報告するものであります。 

 市農業公社は、一般財団法人として市が定めます農業経営基盤の強化の促進に関する基本的

な構想により、地域や自治体からの強い要請を踏まえ、農業の振興と農業者の経済的・社会的

地位の向上に寄与することを目的として、農地の集積・集約化の推進を図る農地利用集積円滑

化事業等の公益事業に取り組んでおります。また、農業者の受託事業、病害虫防除の航空散布

受託事業、飼料用稲（ＷＣＳ）の供給事業等を主な事業とする収益事業は、昨年４月に設立し

ました株式会社アグリ那須烏山が継承し、引き続き事業を行っております。 

 昨今の農業情勢は、依然として農業従事者の兼業化や高齢化、後継者不足等に加え、耕作放

棄地の増加に伴い、ますます農業経営基盤の脆弱化や農業生産力の低下を招いております。こ

のような状況の中、農業公社に寄せられる農家からの要望は多種多様化しており、その付託に

応えるべく、農業公社の責務は非常に大きいものがございます。現在は地域農業の担い手への

農地利用集積の推進、担い手の育成・確保の役割に当たる公益法人としての農業公社と、農作

業の受託事業等における収益法人としての株式会社アグリ那須烏山との両輪により、農業の諸

問題を解決するため、また、地域農業の活性化をつかさどる組織として、農家の大きな受け皿

となるべくその役割を果たしているところであります。 

 さて、農業公社の財政状況は年々、安定的な経営に向かっております。今後は分社化により

公益事業と収益事業との分離により、効率的かつ効果的な事業が展開されるものと期待すると

ころであります。 

 詳細につきましては農政課長から説明させますので、何とぞ御理解賜りますようお願い申し
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上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（沼田邦彦）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  命によりまして、一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況説

明書の補足説明をさせていただきます。 

 初めに、平成２９年４月３日に、一般財団法人那須烏山市農業公社が１００％出資し、株式

会社アグリ那須烏山を設立したことにより、農業公社の収益部門を移管しておりますことを御

報告させていただきます。 

 それでは、お配りしております資料の１ページをお開き願いたいと思います。農業公社では、

１の事業概要にあります８項目の事業を実施しております。この中から主な事業について報告

させていただきます。 

 初めに、１の農地利用集積円滑化事業でございます。この事業は、農業経営が困難となった

農業者から、農地を貸したい、農作業を委託したいといった相談があった場合、農業公社が中

間に入りまして、地域の認定農業者、集落営農組織等に農地の貸し付け等の手続を行うもので

ございます。平成２９年度、農業公社が借り受けたものが５８件、４６.９ヘクタール、農業

公社から認定農業者等へ貸し付けたものが２３件、面積は同様でございます。また、農地の所

有権移転の支援としまして、栃木県農業振興公社が行います農地売買事業で農業公社が仲介し

たものが１件、０.１ヘクタールでございました。 

 次に、２ページをごらんいただきたいと思います。飛ばしまして、６の那須烏山市からの受

託事業としまして、市民ふれあい農園の管理運営を受託しております。現在の入園者数は５名。

１３区画を貸し出しております。 

 続きまして、７の農業機械リース事業でございます。この事業は、農業公社所有の１８台の

農業機械を株式会社アグリ那須烏山に貸し出し、リース料として農業公社の収入としているも

のでございます。 

 続きまして、８のその他目的達成のための事業ということで、農作業受委託推進事業でござ

います。この事業は、兼業農家等から米麦を中心とした農作業の全部または部分作業を受託し、

地域の認定農業者、あるいは集落営農組織と調整を図りながら、株式会社アグリ那須烏山に委

託したものでございます。内訳は、（２）から（５）記載のとおりでございますが、内容につ

きましては、この後、株式会社アグリ那須烏山の事業報告の中で御説明させていただきます。 

 ３ページから４ページにつきましては、主たる会議、役員、事務局等の状況でございますの

で、ごらんいただければと思います。 

 事業報告は以上になります。 
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 次に、財務諸表等について御説明申し上げます。法人会計基準によりまして、必要な書類の

貸借対照表、正味財産増減計算書を６ページ以降に記載してございます。 

 １０ページをお開き願いたいと思います。平成２９年度正味財産増減計算書でありますが、

初めに１、一般正味財産増減の部のうち（１）経常収益でございますが、１０ページ中ほどに

ございます経常収益計３,０４８万１,２６８円。次に、（２）の経常費用でございますが、

１１ページ下から２段目になりますが、経常費用計３,１７０万１０４円。１２ページ１段目

の当期経常増減額、経常収益から経常費用を差し引いた金額でございますが、当期経常増減額

マイナス１２１万８,８３６円となってございます。 

 なお、経常収益、経常費用とも対前年比２,０００万円以上の減となっておりますが、これ

は収益事業を株式会社アグリ那須烏山に移管したためで、大幅減となっております。御了承い

ただきたいと思います。また、経常費用のうち、０円または大幅減となっております科目につ

きましても同様でございます。 

 財務諸表の説明は以上になります。 

 次に、昨年度、設立いたしました株式会社アグリ那須烏山の事業報告につきまして御説明申

し上げます。１９ページ、２０ページをお開き願いたいと思います。株式会社アグリ那須烏山

では、１の事業概要にございます５項目の事業を実施しております。２の事業実績に事業内容

を記載しておりますが、概要のみ説明させていただきます。 

 初めに、１の土地利用型農業の経営のうち、（１）無人ヘリコプターによる農薬等の航空散

布事業でございます。この事業は、農家の重労働の解消と水稲の品質向上対策として継続的に

実施しているものでございます。昨年度の実績が合計で１,２５７.４ヘクタールでございます。 

 次に、（２）飼料用稲（ＷＣＳ）供給事業でございます。この事業は、市内の転作田に飼料

用稲を耕種農家に作付してもらい、株式会社アグリ那須烏山が刈り取り、ラッピング作業とい

うものを行い、畜産農家に販売している事業でございます。昨年度は、高瀬、藤田地区で

２６.６ヘクタールを作付いたしました。個数にしますと２,５２５個、市内畜産農家を中心に

販売いたしました。また、昨年は県の補助事業を活用しまして、汎用コンバインを導入したこ

とにより、より品質の高いＷＣＳを生産することができました。畜産農家からも高評価を得て

おります。 

 次に、（３）飼料用米生産事業でございます。農業公社が中間に入り株式会社アグリ那須烏

山が借り受けた水田８ヘクタールに、飼料用米を作付したものでございます。 

 次に、２の農作業等の受託でございますが、農業公社から委託を受けた農作業を資料記載の

とおり実施いたしました。 

 （２）稲作の主な受託作業としまして、田植え作業が９.３ヘクタール、稲刈り作業が
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２３.５ヘクタールで、年々増加傾向にございます。 

 （３）麦、（４）の大豆につきましては、無人ヘリコプターによる防除作業でございます。 

 なお、資料にはございませんが、参考までに平成２９年度の売り上げを申し上げますと、純

売上高が３,９２２万２８４円、売上原価が３,１６４万９,７１０円という決算になりました。 

 説明は以上となりますが、農業公社につきましては、さらに体制の強化を図りまして、農家

の付託に応えてまいりたいと考えておりますので、議員各位の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 本件は報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  ただいまの報告２号について、２点ほどお伺いいたします。 

 今、担当課長のほうから説明があったわけでありますけれども、私は議員になってずっと以

前から言っているんですが、２ページの那須烏山市からの受託事業、市民ふれあい農園事業で

すね。これ、４０区画あって、昨年度の実績は１３区画、５人に１３区画を貸し出したという

ことでございます。 

 ずっとこれは前から、４０区画あっても利用者は二、三割程度ではないのかなと私は思って

おります。ですから、これは何も市がここの土地を借りて、３割ぐらいしか利用されていない

のであれば、地権者に返してもいいじゃないか、また、１区画３０平米で４０区画ですから

１,２００平米あるわけですから、ここを違う形で、貸し農園じゃない、もっと違う形で活用

する方法もあるんじゃないかということは議員になって間もなくからずっと言っているんです

が、これはずっとこのまま今回も３割ちょっとしか利用者がいない、それで市のほうで確か

４０万円出しているのかな、これ。指定管理か何かのあれでね。こういう無駄を、市長、川俣

市長、こういう無駄もよくチェックしていかないと、慢性的な、もう１０年ぐらい前からのこ

ういう問題ですから、改善されないのであれば、こういうところもメスを入れていくべきじゃ

ないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

 それからもう一点でございますけれども、株式会社アグリ那須烏山についての説明を伺いま

した。しかし、この株式会社アグリ那須烏山の決算書は我々のところには出ていない。法的に

は問題がないんだとは思うんですけれども、やはり株式会社アグリ那須烏山の決算書がないと、

農業公社の経営状況の判断も我々も実際のところちょっとしにくいなと思うんですが、この株

式会社アグリ那須烏山の決算書も提出いただけるかどうか、あわせてお伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の、ふれあい農園の委託でございますが、再三、議員には
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御指摘をいただいているとおりでございますが、現在、農業公社、３年置きに指定管理制度で

管理委託をしております。本年度が最終年度ということになります。 

 現在の市民ふれあい農園周辺の活用状況を見ますと、やはり今後の必要性も考えなくてはい

けないなというのは前々から検討してまいりました。現状に合った活用というのが最適だと考

えておりますが、現状に合った活用ということで申し上げますと、今、市民ふれあい農園の大

部分は観光いちご園が活用しております。さらに大和久福祉会もパン職人いっぴで活用されて

おりますけども、最近、昨年から花の苗を生産しております。そういった意味で一部貸し出し

もしております。 

 ですから、残りの１３区画を一般市民に活用していただいておりますけども、今後の現状に

合った活用を考えた場合に、事務局としましては、今回の指定管理の満了を機に、市民ふれあ

い農園は廃止の方向で考えていきたいと考えております。 

 廃止後は、先ほど申し上げましたとおり、現状に合った有効活用、これが図れるように調整

をしてまいりたいと思っています。もうしばらくお時間いただきたいと思います。 

 ２点目の、株式会社アグリ那須烏山の決算書の部分でございますが、今回、添付義務はない

んですが、やはり整合性、数字がわからないという意見も各議員からもいただいておりますの

で、会期中に用意しまして、決算書の部分、議員の皆様にお配りさせていただくということで

御了解いただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  市民ふれあい農園につきましては、今年度で指定管理も一旦区

切りとなるところで検討したいということですね。これはこれだけの利用しかないのであれば、

やはり地権者に返すか、あとは同じ借りるにしても、ここでイチゴ農園とかパン職人いっぴと

かそういう施設があるわけですから、駐車場なんかもイベントなんかをやると足らなくなりま

すよね。そういう駐車場なんかとして、もし返すことができないのであれば、駐車場なんかと

して活用したり、いずれにしろ現状に合った形、それから市の財政の負担にならないように改

善をお願いしたいなと思います。 

 それから、株式会社アグリ那須烏山の決算書については、会期中に我々議員に配付してもら

えるということですね。はい、了解です。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  平成２９年度の那須烏山市農業公社の事業報告書並びに財務諸表等

の報告ということでございますが、昨年度から株式会社アグリ那須烏山を立ち上げて、そこに

収益事業を委託したということが大きな変化かなと思うんですけども、先ほど株式会社アグリ

那須烏山の事業報告の経営状況については、収益のほうが３,９２２万何がしということで、
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経費のほうが３,１６５万円ということで、差し引きますと７５０万円程度の収益があったの

かなとお見受けするんですけども、この農業公社本体のほうは、先ほど課長のほうから説明あ

りましたように、収益のほうが３,０４８万１,０００円ということで、経費のほうが

３,１７０万円、差し引き１２１万８,０００円マイナスと、こういうふうになっているんです

よね。 

 どうもそこら辺が私、わからないんですよね。収益部門をどこかに委託して、もうかるのを

やってもらうのはいいんだけど、それが農業公社の本体のほうの事業のマイナスになると。こ

れはおかしいことになるんじゃないのかなと。簡単に言えば、今まで農業公社がやっていたも

のを別なところに委託するわけですから、当然、経理はダブりますよね。農業公社のほうと株

式会社アグリ那須烏山のほうと。その分だけ経費の事務作業がかかりまして、経費が簡単にか

かっちゃうんじゃないのかなと。 

 したがって、片方が７５０万円もうかっているのに、片方は１２０万円のマイナス、こうい

うことではちょっと意味がよくわからないので、その辺、ちょっと説明していただきたいなと

いうのが１つと、あとは株式会社アグリ那須烏山の株式なんですけど、これはどことどこがど

の程度出資をして、この株式会社が運営されているのか、その辺、説明をお願いいたします。 

 さらにもう一点、ごめんなさい。もう一点は、農業公社の７番の、２ページの７番、農業機

械リース事業というので、農業公社所有の１８機械を株式会社アグリ那須烏山に貸し出しを実

施しているというんですが、当然これは株式会社アグリ那須烏山から貸付使用料はいただいて

いると、こういう理解でよろしいんでしょうかね。その辺の説明をお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の収入のもうけと赤字とその関係でございますが、平成

２９年度の今回の決算について、一番大きいのは実は消費税の問題です。決算では平成２９年

度、農業公社のほうから租税公課の欄に、細かくちょっと備考の欄に書いてございませんが、

消費税百万何がし入ってございます。その分、やはり平成２８年度に対する消費税でございま

すので、来年度からは株式会社アグリ那須烏山のほうが決算のほうに支払うと、株式会社アグ

リ那須烏山のほうから消費税は支払うという形になってくると思います。ですから、公益事業

の農業公社はとんとんかなというふうな毎年の決算でございます。これはざっくり申し上げた

内容でございます。 

 ２つ目の出資につきましては、一般財団法人農業公社が１００％出資して、株式会社を立ち

上げております。 

 ３つ目の、農業機械のリース事業１８台の貸し出しにつきましては、決算書で申し上げます

と、１０ページの正味財産増減計算書の中段に、農業機械リース事業収益という欄がございま



平成30年第４回９月定例会 第１日 

－21－ 

す。４９０万何がしでございますが、この分を減価償却相当分ということで株式会社から収入

として入れております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  説明を聞けば大体わかるんですが、問題は、先ほどちょっと触れま

したけど、要するに農業公社直営であったものを株式会社アグリ那須烏山に収益事業を委託す

ると。これは経費のダブりになりはしませんかと。それを踏まえてもそのメリットがあるんだ

というのをちょっと聞きたかったんですが、どういう理由で直営事業から株式会社アグリ那須

烏山に委託をすることになったのか、その中身について説明をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  収益部門と公益部門を分けたそもそもの理由は、やはり農家の委

託が非常に今後ふえてくるということで、やはり農業法人化しないと、農地の耕作権が農業公

社で持てないというのが一番の理由でございます。現に平成２９年度の事業報告の中で、８ヘ

クタール、株式会社アグリ那須烏山として生産事業を行いました。その分が今後ますますふえ

ていくものかなと予測しております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

 ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  今の農業機械リース事業に関連してなんですけども、機械の購入に当

たっては入札制度で行われているのでしょうか。また、参入できる業者というのは何者ぐらい

あるのかお伺いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  今のリース事業の件でございますが、農業公社が所有しておりま

した１８台の農業機械を株式会社アグリ那須烏山のほうに貸し出すということで、お互いに契

約に基づいて定めておりますので、民間のリース会社からというところではございません。あ

くまでも親会社から株式会社に貸し出していると。それで使用料をいただくという形でござい

ます。 

○議長（沼田邦彦）  ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  済みません、質問がちょっと勘違いされたかと思いますが、農業公社

で購入されている機械というのは、費用というのはかなりの割合を占めると思うんですが、入

札制度で購入されている機械なのかどうかということをまずお伺いしたい。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 
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○農政課長（菊池義夫）  農業公社と株式会社の今後のそういったリース事業の考えかとは

思いますけども、基本的に農業公社の機械購入というのは、やはり一番経営を圧迫する高額な

機械ばっかりでございますので、現所有のものも全て補助事業等で購入したものばっかりでご

ざいます。 

 今後、耐用年数も切れるものもございます。そういったことは農業公社と今後、検討してい

くことかなと思っておりますので、こういうふうに行くというのは私のほうからはまだ申し上

げられないので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  済みません、ということは農業公社で購入されている機械というのは、

補助事業を利用されて購入されているというのがほとんどという形でよろしいんですか。補助

事業に当たっても、機械を購入する業者というのは入札制度でやられているのか、また、参入

できる業者というのは何者ぐらいあるのか、ちょっとお伺いしたいんですが。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  大変、違う方向で答えてしまって申しわけありませんでした。確

かに補助事業で購入した機械がほとんどでございます。やはり農業公社のほうで入札に基づい

て行っておるのが現状です。 

 その入札に参加する業者数等は、ちょっと細かいところは農業公社のほうに伺わないとわか

りませんが、基本的には市内の業者を優先的にという考え方を持っております。 

○３番（堀江清一）  了解しました。 

○議長（沼田邦彦）  １１番田島議員。 

○１１番（田島信二）  この農業公社と株式会社アグリ那須烏山とで無人ヘリコプターの農

薬散布をやっていますが、どっちが本当なんですか。２社ともやっているんですか。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  平成２９年度につきましては、農業公社でまず注文を受けます。

その注文に対して株式会社アグリ那須烏山のほうに委託をするという形でございます。よろし

いですか。両方でやっているというわけではございませんで、平成２９年度は設立の年でござ

いましたので、受け付け等は農業公社が行って、その分を株式会社アグリ那須烏山のほうに委

託して作業をやっていただいたというところでございます。 

○１１番（田島信二）  了解。 

○議長（沼田邦彦）  １０番相馬議員。 

○１０番（相馬正典）  済みません、ちょっと勉強不足で申しわけないんですけれども、一

応、那須烏山市農業公社と株式会社アグリ那須烏山の関係なんですけども、当然、株式会社と
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なれば、社長がいてそこに職員がいるというような形になると思うんですね。現在の社長とい

うのは、この農業公社の理事長と考えてよろしいのかどうかと、職員なんですけども、当然、

別なのか、もしくは代行してやっているのか、そういうところをちょっとお伺いしたいんです

けれども、できれば会社の概要みたいなのがどこかで見られるとありがたいかなと思います。

どうでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  株式会社アグリ那須烏山の代表取締役は、農業公社の事務局長が

担っております。職員については、農業公社の管理係、作業をやる方ですが、出向という形で

行っております。 

 以上です。 

 あと、株式会社アグリ那須烏山の概要版でございますが、冊子としてまだ紙ベースでできて

いるものが私の手元にありますので、もし必要があればお配りしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １０番相馬議員。 

○１０番（相馬正典）  そうしますと、株式会社ですから、そこで当然、給与とか事務経費

が発生すると思うんですけども、その辺について、農業公社との境目というのはあるんですか

ね。一緒にやっているんですかね。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  農業公社の事務局長については、一般会計予算にございます事務

局長の給与相当分は市のほうから補助金として農業公社に交付しております。 

 さらに、理事長、それから事務を担当する者、それから作業員については３名でございます

が、やはり収益部門から支払わないと給与を支払えませんので、出向という形で株式会社アグ

リ那須烏山に出向して、株式会社アグリ那須烏山の収益から給料をいただくという仕組みでご

ざいます。 

○１０番（相馬正典）  わかりました。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  大分、時間も迫っていますので、２点ほど簡単に質問しますので、

簡単に御答弁をいただければと思います。 

 まず１点目、農業経営者の高齢化が進んでいますね。そういう中で、農業公社の役割はます

ます増大化すると思われるんですが、農業公社の現体制で対応できるのでしょうか。課長とし

てどう考えているか、これは担当課長、お願いします。 

 それと、農業公社の課題とするところは何でしょうか。実は対前年、平成３０年度は農業公

社に対する補助金が三百何万円か減額されたように記憶しておりますが、これでもやっていけ
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るのかなと思いまして、それらも含めて御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １つ目の、農業公社の現体制で対応できるかという御質問でござ

いますが、議員御指摘のとおり、農業公社への農作業の委託はますます増加するものと私も考

えております。現状の体制では、農作業の受委託にも限界は確かにあります。それが今後の課

題にもなりますけども、地域と連携した営農体制の確立を目指して、作業のオペレーターの育

成・確保ということで現在も調整に入っているところでございます。市としましても支援して

いきたいと考えております。 

 ２つ目の、農業公社の課題でございますが、今申し上げた内容もありますが、やはり農業公

社の職員体制の強化というのはどうしても最重要でありますけども、いろんな各種、今現在、

行っております事業の面からしますと、やはり農業公社が請け負っている農地の維持管理の問

題、当然、作業員が少なければ草刈りも水回りもできません。目が行き届かないというのが現

状でございます。ですから、農業公社の職員だけでは管理し切れないのが現状でありますので、

いかに地域に農作業の協力体制、こういったものをつくって事業を充実させていくかというこ

とが今、課題でございます。 

 また、もう一つでは、飼料用稲というものを非常に、今ＷＣＳ事業を行っておりますけども、

やはりコストがかかります。ですからこの辺を生産コストを削減して、畜産農家が好む高品質

な飼料生産というものは図っていかなきゃいけないというのは、やはりどうしても課題じゃな

いのかなと思っております。 

 またさらに、農業公社所有の、先ほども質問ありました農業機械につきましても、非常に高

額な機械ばっかりでございますので、当然、経営の損益に大きく影響しますので、現状をしっ

かり把握して、計画的な機械の維持管理に努めていかなきゃいけないというのが私が申し上げ

た３つでございますが、いろいろそのほかにも課題は抱えておりますので、やはり農家が、こ

れから農業公社に安心して任せられるように、農業公社が受託できるようにやはり体制を整備

していかなきゃいけないなと考えております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  御答弁ありがとうございました。優秀な担当課長さんですから、御

期待申し上げます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、報告第２号 一般財団法人那須烏山市農業

公社の経営状況説明書の提出については、報告のとおりでありますので御了承願います。 

 ここで、暫時休憩とたします。 

休憩 午前１１時０３分 

 

再開 午前１１時１３分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                    

     ◎日程第５ 報告第３号 平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第５ 報告第３号 平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比

率についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  報告第３号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成２９年度決算に係る健全

化判断比率及び資金不足比率とその算定基礎事項を記載した書類について、監査委員の審査に

付しましたので、その意見をつけて報告するものであります。 

 健全化判断比率等の４つの比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、ともに該当

はありませんでした。実質公債費比率につきましては７.１％で、対前年度比０.２ポイントの

減であります。これは地方債の元利償還金の額が前年を下回ったことにより、実質公債費比率

が改善されたものであります。将来負担比率につきましては８.９％で、対前年度比１１.０ポ

イントの減であります。これは合併特例債の償還終了などにより、地方債現在高が約７億

８,０００万円減額したことや、公営企業等に対する公営企業債の繰出見込額及び広域行政事

務組合への負担見込額が減額したことにより、将来負担額が改善されたものであります。資金

不足比率につきましては、該当ございません。 

 平成２９年度健全化判断比率につきましては、基準を下回り、健全段階にあると言えますが、

普通交付税合併算定替の段階的な縮減により、今後の財政運営につきましては厳しい状況が確

実視されております。そのため、一層の行財政改革に取り組み、健全な財政運営を図ってまい

る所存でございますので、何とぞ御理解賜りますようお願い申し上げて、提案理由の説明とさ

せていただきます。 
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○議長（沼田邦彦）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 本件も報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  説明で大体理解はするんですが、この資料の２ページと言ったらい

いんですかね、資金不足比率があるんですが、その中に資金剰余額というのがありますよね。

これは簡単に言うとどういうような意味なのか、それぞれ会計ごとに説明をいただきたいなと

思うんですが、なぜ余っているのか、剰余額があるのか、その辺、説明をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  ２ページです。資金不足比率の内容、剰余額について御説明

申し上げます。 

 まず最初に、農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計につ

きましては、議員に配付してございます決算書の実質収支額と同額になっております。いわゆ

る昨年度の決算の剰余金ということでございます。 

 水道事業会計につきましては、流動資産から流動負債を引きまして、さらに控除企業債とい

うものを足した金額でございますので、いわゆる資産から負債を引いた残りということで、単

純に言うとその剰余金があるということでございます。 

○１７番（平塚英教）  了解。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、報告第３号 平成２９年度健全化判断比率

及び資金不足比率については、報告のとおりでありますので御了承願います。 

                                    

     ◎日程第６ 議案第１０号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第６ 議案第１０号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意につ

いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１０号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、教育長を除く教育委員４名のうち、阿久津昌子委員が平成３０年１１月２９日をも
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って任期満了を迎えるに当たり、引き続き委員として任命したく、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第４条第２項の規定に基づき議会の同意を求めるものであります。 

 阿久津氏は、平成２６年１１月３０日から教育委員会委員として御活躍いただいており、人

格は円満かつ高潔であり、教育、学術、文化に関して高い識見を有されております。本市の教

育施策の総合的な推進を図るため、阿久津氏には引き続き教育委員会委員を務めていただきた

く、議会の同意をお願いするものであります。 

 何とぞ御審議の上、御同意くださるようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせてい

ただきます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第６ 議案第１０号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意について、

原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第１０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第７ 議案第１１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第７ 議案第１１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題
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といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１１号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 人権擁護委員候補者につきましては、人権擁護委員法の規定に基づき、議会の意見を聞いて

候補者を法務大臣に推薦することになっております。現人権擁護委員の平塚禮子氏及び𣘺本惠

子氏が平成３０年１２月３１日に任期満了を迎えるに当たり、後任の人権擁護委員として、引

き続き𣘺本惠子氏と、今回勇退されます平塚禮子氏にかわり、新たに郡司マサ子氏を推薦した

く、提案するものであります。 

 𣘺本惠子氏は、平成２８年１月１日から１期３年間、人権擁護と人権思想の普及・推進に邁

進され、宇都宮人権擁護委員協議会では男女共同参画委員会に所属され、同協議会事務局員も

務められており、引き続き人権擁護委員としての御活躍を御期待申し上げるものであります。 

 また、今回新たに推薦いたします郡司マサ子氏は、誠実温厚なお人柄で、旧烏山町役場に勤

務の後、烏山町森林組合、那須南森林組合に勤められ、行政や公的団体での経験が豊富であり

ます。𣘺本、郡司両氏とも、地域住民の信望が厚く、人権擁護委員として適任者でございます。 

 なお、勇退されます平塚禮子氏は、平成２２年１月１日から３期９年にわたり、人権の擁護

と人権思想の普及高揚に貢献されました。ここに平塚禮子氏の長年の御活躍に対しまして深く

敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきますので、何とぞ御審議の上、御同意くださります

ようお願い申し上げます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 
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 １１番田島議員。 

〔１１番 田島信二 登壇〕 

○１１番（田島信二）  １１番田島でございます。ただいま上程されました議案第１１号 

人権擁護委員候補の推薦についての討論をいたします。私は賛成の立場で討論いたします。 

 まず、𣘺本惠子氏は、平成２８年１月１日から１期３年にわたり人権擁護委員として活躍さ

れております。また、宇都宮人権擁護委員協議会事務局の要職を務められるとともに、同協議

会の男女共同参画委員会に所属されており、人格、識見ともに社会に通じており、引き続き活

躍が期待される方です。 

 また、郡司マサ子氏は旧烏山町役場に勤務された後、烏山町森林組合、那須南森林組合に勤

められ、行政や公的団体での経験が豊富であります。また、誠実・温厚な人柄で、地域住民の

信望も厚く、広く地域の実情に通じた識見をお持ちの方です。人権擁護委員は、地域の方々か

ら人権相談を受け、問題解決のお手伝いや人権侵害による被害者の救済、また、人権について

の啓発活動等を行うため、人格、識見が高く、広く実情に通じた方が求められます。郡司氏は、

人権擁護委員として求められる活躍が期待できる方ですので、まさに適任者であります。 

 以上、賛成討論といたします。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第７ 議案第１１号 人権擁護委員候補者の推薦について、原案のと

おり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第１１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第８ 議案第６号 那須烏山市個人情報保護条例の一部改正について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第８ 議案第６号 那須烏山市個人情報保護条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第６号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案は、個人情報の取り扱いに関する苦情申し出の方法と、申し出があった場合の実施機関

等の対応を明確にし、運用の適正化を図るため、条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 詳細につきましては総務課長から説明させますので、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決

定を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、補足説明のほうをさせていただきます。 

 本案は、６月議会におきまして渋井議員から個人情報の取り扱いに関する苦情対応の不備に

ついて御指摘があったことも踏まえまして、内容を整理して規定の整備を図ろうとするもので

ございます。 

 平成１７年１０月に制定された本条例でありますが、今までは苦情の処理について、第

５４条の「市長は、事業者が行う個人情報の取り扱いについて苦情相談があったときは、適切

かつ迅速にこれを処理するよう努めなければならない」という一文に頼るところでありました

が、今回の改正によりまして、個人情報の取り扱いに関する苦情申し出の方法と、申し出があ

った場合における実施機関等、対応をより明確にし、運用の適正化を図るものでございます。 

 それでは、詳細について御説明申し上げます。お手元の議案書をめくっていただきまして、

新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

 まず、目次における規定の位置づけでございますが、県内を含め、他の自治体では雑則の章

の中に組み込まれておる例が多いところでございますが、本市としましては、規定の重要性に

鑑み、第４章の２として、単独の章として位置づけるものでございます。 

 そして、下段の第４７条の２が今回、新設する苦情対応規定の実際の条文となります。まず、

第１項で、実施機関と指定管理者の個人情報の取り扱いに苦情がある者が、当該実施機関と指

定管理者に対し苦情の申し出を行えることを規定するものでございます。これは、県内では実

施機関のみの対応を規定する例が大半となるところ、指定管理者においても個人情報を取り扱

う事務が想定されることから、本市としましては一歩踏み込んで指定管理者に対する苦情の申

し出についても明記し、市民などが苦情の申し出を行いやすい環境を整備するものとしたもの

です。 

 次に、第２項と第３項では、実施機関と指定管理者が苦情の申し出を受けた場合の対応につ

いて規定することで、申し出後の対応について明確にし、その適正化を図るものであります。 

 最後に、附則でございますが、本改正は速やかに施行する必要があることから、公布の日か

ら施行することとするものでございます。 
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 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １２番渋井議員。 

○１２番（渋井由放）  早速、改正をしていただきまして、速やかにこれを行っていただく

というようなことで、大変ありがたいことだと思います。ただ、そういう苦情がないような運

営を当然しているとは思うんですけれども、やはりこの条例をつくる私どもも議会として見逃

した部分、あるんですが、相手の立場に立って、市民の立場に立ってというんですかね、今後

もそういう条例の策定というのをお願い、また、我々もチェックをしていくということで頑張

っていきたいと思います。答弁は結構でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  今、出されていますこの行財政報告の中の情報公開制度の運用状況、

これを見ますと、昨年は２９件ほどあったようですね。その中では不服申し立ての内容に対し

ては特別問題がなかったとされております。 

 そこでお伺いしたいんですが、今回、苦情の申し出という１項目が加わったわけですが、現

に苦情の申し出のあった例があるのでしょうか。これについて１点、お伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  今までにおいては、苦情の申し出はございませんでした。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（沼田邦彦）  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（沼田邦彦）  討論がないようですので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第８ 議案第６号 那須烏山市個人情報保護条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第６号は、原案のとおり可決いた

しました。 

                                    

     ◎日程第９ 議案第７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、給与そ 

                 の他の勤務条件に関する条例の一部改正について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第９ 議案第７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任

用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第７号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成３０年１０月１日から栃木県の最低賃金が時給８００円から８２６円に改定が

見込まれるのに伴い、本市の嘱託職員等において改定後の最低賃金を下回る場合の賃金額を引

き上げるため、所要の改正を行うものであります。 

 詳細につきましては総務課長から説明させますので、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決

定を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、補足説明をさせていただきます。お手元の議案書をめ

くっていただきまして、新旧対照表をごらんください。 

 今回の改正は、市長の提案理由にもあったとおり、本年１０月１日から栃木県の最低賃金が

時給８００円から８２６円に改定が見込まれることに伴い、本市の嘱託職員において改定後の

最低賃金を下回るもの、具体的には現在、時給８００円である一般事務補助員、子育て支援員、

保育補助員、調理補助員、業務補助員の賃金額をそれぞれ時給８３０円に改めるものでござい

ます。 

 栃木県の最低賃金改定の状況でございますが、ここ数年、高い上昇率で引き上げが進んでお

り、平成２５年度に７１８円であったところでございますが、昨年度８００円に達し、今年度
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も３.２５％上昇し、８２６円に改定するよう審議会から栃木労働局へ答申があったところで

あり、１０月までには改定の決定がされる見込みとなっております。 

 なお、嘱託職員を取り巻く状況でございますが、平成２９年５月１７日に地方公務員法と地

方自治法が改正され、平成３２年度からの会計年度任用職員制度への移行を主とした制度改正

が行われることになっております。今般の制度改正は、多様化する行政需要に対応するため、

臨時・非常勤職員が増加している中、その適正な任用を確保するために行われるものであり、

任用・勤務条件が大幅に改善され、期末手当などの給付も充実されるなど、従来の制度を抜本

的かつ全体的に見直すものとなります。 

 本市においても、現在この移行準備に着手しており、その中で全体的な見直しを進めること

としておりますので、今回の賃金額の改正は、改定後の最低賃金を下回るものの改正にとどめ

ることとするものでございます。 

 なお、施行は改定後の最低賃金の発効予定が１０月１日とされていることから、同様に

１０月１日からとするものでございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  これは引き上げたとはいっても、まだまだ安いのではないかなと感

じているんですが、市役所の現職員、一般事務職員の初任給は月額、高卒で１４万

７,１００円ですね。それで、大卒は１６万８,６００円。こういう月額になっているわけです。 

 それに対して、この臨時の嘱託職員は時給９００円なんですが、そうしますと１日の勤務時

間、これによって月額は幾らぐらいになっているのでしょうか。これは職種によって差がある

でしょうが、平均的な額について、月額についてお伺いいたします。そこで、全時給額、月額

でもって生活できるだけの支給額になっているのか、この辺のところをちゃんと配慮されてい

るのか。 

 ３点目は、応募状況です。よく幼稚園、保育所の関係では、二次募集、また三次募集までや

っていて、なかなか思うように募集人員が集まらないようなんですが、この現状についてお伺

いします。 

 以上３点、お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  まず、１点目のほうにお答えしたいと思うんですが、時給での臨

時職については、短時間、本当に１日長くても半日とか４時間とか、そういう方が多いもので
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すから、日額にしてもそれの４倍ぐらい、９００円だと３,６００円と、その辺の日額になっ

ております。 

 ２番目にあわせてになるんですが、大体、時給での採用の方については、扶養の範囲で勤め

ている方が主な方でございますので、これをもって生活給にしている方というのは今のところ

いらっしゃらないようでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、３点目の応募状況といいますか、今までの現状とい

うことでお答え申し上げます。 

 保育士等については、既に皆様も御存じのとおり、募集を重ねてもなかなかこちらの予定し

た人数に達していないというような状況が続いておりまして、それで足らない分を、例えば今、

福田総務課長からもお話があったように、短時間の勤務で平日、勤めていただく方とか、スポ

ット的に保育士等に急遽、休まなければならない事情が発生したときにということで、登録と

いう形で、その登録も短時間の方もいれば、例えばこども館のほうですと週に２日とか１日と

かそういった勤務の形態が若干、変わりますけれど、そのような状況で、今現在、そういった

形で対応している状況ということでございますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  ３点質問したうちの１点目、この月額、短時間勤務もあるでしょう

が、大体、正職員と同じような勤め方をした場合、私は１日の勤務時間を何時間に定めている

かわかりませんが、それでもって月額というのはおよそ幾らぐらいになっているんでしょうか。

これは算出していないでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  単純計算しますと、大体１４万円弱ぐらいになるのかなと思いま

す。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 
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 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第９ 議案第７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、

給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第７号は、原案のとおり可決いた

しました。 

                                    

     ◎日程第１０ 議案第８号 那須烏山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する 

                  基準を定める条例の一部改正について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１０ 議案第８号 那須烏山市家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第８号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が平成３０年

４月２７日に公布・施行されたことに伴い、家庭的保育事業者等が保育所等との間における連

携施設を確保する際の例外規定等の一部が改正されましたことから、国の基準に合わせて所要

の改正を行うものであります。 

 詳細につきましては、こども課長から説明させますので、何とぞ慎重に御審議の上、可決、

御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（沼田邦彦）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、命により、ただいま上程中の議案第８号について補

足説明をさせていただきます。 
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 初めに、今回の条例改正の背景につきましては、今、市長の提案理由にもありましたとおり、

平成２９年の地方からの提言を受けた形で、その後の閣議決定を踏まえて省令の改正に基づき

行うものでございます。 

 それでは、議案書のかがみをお開きいただきまして、最初に新旧対照表の１ページ、２ペー

ジ目をごらんください。まず、第６条に第２項及び第３項を新たに加えるものでありまして、

内容的には、市が居宅訪問型保育事業を行う者を除く家庭的保育事業者等において代替保育の

提供に係る連携施設の確保が著しく困難であると認める場合で、第２項の各号の要件を全て満

たす場合においては、代替保育の提供を受ける連携施設、具体的には保育園や幼稚園、それか

ら認定こども園の確保を必要としないという例外規定を設けるものであります。それから、第

３項に関しましては、第２項の連携施設の確保を必要としない前提で、保育園それから幼稚園

または認定こども園とは別に、小規模保育事業Ａ型もしくは小規模保育事業Ｂ型、または事業

所内保育事業を行う者などの代替保育の提供を受けることができますよというその確保を義務

づけるというものでございます。 

 続きまして、２ページ、３ページ目をごらんください。これは第１６条第２項第４号に新た

に加えるものであり、内容的には、家庭的保育事業者等において食事の提供は自園で調理する

という原則がありますが、その例外規定として、連携施設と、家庭的保育事業者等と同一の法

人または関連法人が運営する小規模保育事業もしくは事業所内保育事業を行う事業所、社会福

祉施設、医療機関等と、共同調理場からの食事の搬入が以前から認められているところに、第

４号に示されている事項に対応できるということを市が認めた保育所、幼稚園、認定こども園

等から調理業務を受託している事業者を追加するという内容でございます。 

 それでは、続きまして３ページ、４ページをごらんください。これにつきましては、制定附

則第２条に新たに項を追加するものでありまして、内容的には家庭的保育者の居宅において実

施される家庭的保育事業の許可を得た施設等について、子ども・子育て支援法及びこの条例の

施行日の平成２７年４月１日から２０２５年３月３１日までの１０年間については、当該施設

等に調理員の配置、それから調理設備の設置を要しないという例外規定を設けた上で、自園調

理について体制確保もあわせて努力してくださいという規定を追加するというものでございま

す。 

 これらの内容につきましては、全て国が示す基準と同じ改正の内容となっておりますことを

申し添えます。 

 施行日につきましては、公布日施行としております。 

 以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 
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 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  議案第８号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正でございますが、内容については今の説明でよくわかったんですけども、本

市においてこの家庭的保育事業所と言ったらいいんですかね、これが何カ所あって、この家庭

的保育事業を受けている児童は何人ぐらいいるのか、説明をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  家庭的保育事業所の内容についてということでお答えいたしま

す。 

 本市としましては、事業所内保育事業所ということで１カ所、それから小規模保育事業所と

いうことで２カ所、現在ございます。それで、定員はいずれも１０人ということで今、運営を

しているところでございます。 

 なお、児童数については、今の定員がございますが、再度確認をして、後ほどお答えしたい

と思います。 

○１７番（平塚英教）  了解。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１０ 議案第８号 那須烏山市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第８号は、原案のとおり可決いた
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しました。 

                                    

     ◎日程第１１ 議案第９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改 

                  正について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１１ 議案第９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条

例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第９号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、現在、こども館内に設置してある烏山放課後児童クラブ第一、第二、第三の３つの

クラブについて、平成３０年１０月１日から烏山小学校南舎内に移転することに伴い、所在地

を変更する必要があるため、条例の一部を改正するものであります。 

 詳細につきましては、こども課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議の上、可決、

御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（沼田邦彦）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、命によりまして、ただいま上程中の議案第９号につ

いて補足説明をさせていただきます。 

 それでは、議案書のかがみをお開きください。１ページの新旧対照表をごらんください。 

 改正の内容は、第５条第２項の別表第１中、現在、こども館に設置しております烏山第一、

第二、第三の放課後児童クラブの所在地が、現在「南一丁目５６２番地１２（こども館内）」

とあるものを、「愛宕台２８００番地（烏山小学校内）」に改正するという内容でございます。 

 この条例改正の背景としましては、この３つの放課後児童クラブを烏山小学校の南舎の空き

教室等へ移転するため、平成２９年度当初より受け入れ先である烏山小学校を含めた関係機関

との間において協議と改修工事の設計の取りまとめを行い、その後、平成３０年５月から開始

しました改修工事が９月上旬までの工期内で完了する予定ということと、今後その工事完了検

査を経まして、１０月の運営開始が可能となるめどがつきましたことから、今回、同クラブの

設置所在地を変更するものでございます。 

 なお、施行日につきましては、供用開始予定の平成３０年１０月１日施行としております。 

 以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  ２点お伺いします。 

 こども館内の放課後児童クラブ、この利用者数は平成２９年度行財政報告書を見ますと、

９４人になっておりますね。これがそっくり今度は烏山小学校のほうに移るわけですが、現在、

烏山小学校の空き教室というのは幾つぐらいあるのか。これが１点。 

 ２点目です。こども館というのは平成１９年に設置したと思いました。これは県の施設を、

古い施設を市が無償で譲渡を受けて、あのときも相当、議員の中でも議論を尽くしたわけなん

ですが、今後、古いこども館は維持管理を含めて役割を何にするのか、役割と維持管理につい

てお伺いします。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、まず１点目の烏山小学校の空き教室の数等について

という御質問なんですが、これにつきましては今、補足説明でもお話ししたとおり、平成

２９年度の段階で移転可能な箇所数ということで確認した数ということで御理解いただきたい

んですが、当時の数で申しますと、普通教室が１カ所と、多目的室といいまして、広さ的には

普通教室が２部屋分ぐらいのスペースがありましたので、こちらということで今回、移転をす

るということで、今現在はないのかなと理解しております。 

 それから、２点目の今後のこども館の役割と維持管理ということなんですが、これにつきま

しては以前、矢板議員とかにも、ほか議員さんにいろいろ御質問いただいた部分もございます

が、ちょっと重複いたしますけれど、放課後児童クラブが移転した後については幼稚園や保育

園等に通われていない未就園児のお子さんやお母さん方の交流の場として利用しております子

育てサロンの部分につきましては、交流の場ということで引き続き利用せざるを得ないのかな

ということもございますので、これも常任委員会等でも御意見をいただいておりますけれど、

今後、複合的な施設が整備された段階では、そちらへ交流サロンの事業等についても移転する

という形になってくるのかなと思っております。 

 それが確定するまでは、そのような役割を維持しながら管理ということで、具体的にそれが

決まった時点で、以前も答弁の中で話は申し上げたところですけれど、最終的には解体して更

地にという形になるのかなと理解しております。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  そうしますと、烏山小学校の今、空き教室は３教室で、３グループ

がこの３教室を利用する。そうすると、それ以外にはもう烏山小学校には空き教室がないと、
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そう理解してよろしいのかどうか。 

 それと１件、要望を申し上げますが、２点目の維持管理なんですが、未就園児のこどもたち

の交流施設にするということなんですが、これで何人ぐらいが利用するのか。費用対効果のこ

とを十分考慮した上、検討していただきたい。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  烏山小学校の空き教室については、今回３教室、放課後児童

クラブということで使用することになりましたが、本来ここも多目的室ということで利用して

いた施設ということでございますが、今回そちらについては放課後児童クラブで使用するとい

うことになったわけです。それ以外についての空き教室は現在ございません。 

○１５番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  簡単な話なんですけど、私ども議員のほうからは小学校のほうに移

転をすべきだと、合併以来ずっと１２年たちました。やっと実ったというような思いでござい

ますが、これ、１０月１日から小学校内に烏山第一、第二、第三の放課後児童クラブが誕生す

るわけでございますけども、これについては何か記念事業というかセレモニーというか、そう

いうものは予定されていますか。それだけお伺いしたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  ただいまの移転に関しましての記念事業ということについてな

んですが、今のところ具体的にその予定はしておりませんでした。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  何か検討してください。お金かけない方法で。 

○議長（沼田邦彦）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それはちょっと内部で検討してみたいと思います。ただ、実際

に行えるかどうかというのはちょっと不透明な部分ございますので、それは御理解いただけれ

ばと思います。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

○１７番（平塚英教）  はい。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を
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打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないようですので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１１ 議案第９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の

一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第９号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時０１分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで、先ほど上程された議案第８号の質疑において、平塚議員の質問に対し答弁漏れがあ

りましたので、こども課長から追加答弁があります。 

 神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  それでは、先ほどの議案第８号の関係でお答え申し上げます。 

 入所している園児の数ということで、３カ所でそれぞれ定数１０人に対してということでな

んですが、いずれも定員１２名ということで現在入所されておりますので、３カ所で３６名と

いうことになります。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

○１７番（平塚英教）  はい。 

○議長（沼田邦彦）  日程第１２ 議案第１号から日程第１６ 議案第５号までの平成

３０年度那須烏山市一般会計補正予算、介護保険特別会計補正予算、下水道事業特別会計補正
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予算、簡易水道事業特別会計補正予算、水道事業会計補正予算の５議案については、いずれも

平成３０年度補正予算に関するものでありますことから、一括して議題としたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第１２ 議案第１号 平成３０年度那須烏山市一般会計補正予算（第２号） 

                  について 

     ◎日程第１３ 議案第２号 平成３０年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

     ◎日程第１４ 議案第３号 平成３０年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

     ◎日程第１５ 議案第４号 平成３０年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予 

                  算（第１号）について 

     ◎日程第１６ 議案第５号 平成３０年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１ 

                  号）について 

 

○議長（沼田邦彦）  よって、議案第１号から議案第５号までの５議案について一括して議

題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１号から議案第５号まで、一括して提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 まず、議案第１号 平成３０年度那須烏山市一般会計補正予算（第２号）についてでござい

ます。 

 本案は、一般会計予算の歳入歳出をそれぞれ１億１８５万３,０００円増額し、補正後の予

算総額を１１４億６,４５４万２,０００円とするものであります。 

 今回は、国・県補助金の追加決定及び各施設の修繕、改修など対処しなければならない事務

事業等が生じましたことから、補正予算を編成したものであります。また、平成３０年度で契

約期間が満了し、平成３１年度以降の新たな契約を進める必要が生じた英語コミュニケーショ

ン推進事業ＡＬＴ業務委託につきまして、平成３３年度までの債務負担行為を追加補正するも
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のであります。 

 では、主な内容を御説明申し上げます。 

 まず、歳出であります。総務費は、ふるさと応援基金積立金として、全国からいただいた寄

附金の積み立てを増額するものであります。社会保障・税番号制度システム整備事業費は、マ

イナンバー等の記載の充実に係るシステム改修費であります。住民税申告受付事業費は、確定

申告事務の効率化と申告受け付け時の待ち時間短縮など、住民サービス向上のための嘱託職員

の賃金等の計上であります。 

 民生費は、国民年金事務費として、第１号被保険者の産前産後期間の保険料免除に伴うシス

テム改修等に要する経費であります。各保育園の運営費につきましては、施設や設備の修繕、

保育士の人材派遣費用の増額分を計上いたしました。 

 衛生費は、風疹予防接種事業費として、麻疹の流行に伴い予防接種の申請者が増加したこと

から、所要の経費を増額するものであります。 

 農林水産業費は、市単独土地改良事業費として、ポンプの修繕や水路の補修等について、国

庫補助や県単補助の対象とならない事業に対し、市が２分の１を助成するための増額でありま

す。 

 商工費は、観光振興費として烏山城築城６００年を記念し、前夜祭を兼ねた市民秋祭りを開

催するため、実行委員会に対する交付金の計上であります。 

 土木費は、道路維持管理費として、道路やトンネルの補修、支障木の伐採に対応するための

経費であります。道路保全費は、道路排水施設について、２カ所の整備を行うための経費であ

ります。道路整備費は、社会資本整備総合交付金の配分決定に伴い、既に着手している路線の

事業費を増額補正いたしました。都市計画総務費は、ＪＲ烏山駅周辺の市街地における公共施

設の再編整備など、魅力と活力のあるまちづくり構想を策定するための経費であります。 

 消防費は、消防水利施設整備費として、防火水槽の解体に伴う経費であります。 

 教育費は、江川小学校施設整備費として、消火水槽給水管の漏水に対応するため、給水管の

改修工事を行う経費の増額であります。人生の並木路管理育成費は、過去に植樹した樹木が道

路通行上の支障となっていることから、危険回避のため伐採や枝打ちを行うための経費であり

ます。学校給食センター運営費は、食缶の消毒保管機やシステム洗浄機の修繕を行うための増

額であります。 

 次に、歳入であります。国庫支出金は、道路整備や橋梁点検、ハザードマップ作成に対する

社会資本整備総合交付金が採択されたことに伴う増額であります。 

 県支出金は、中山間地域の活性化を図るため、中山間地域実践活動支援補助金の採択を受け

たことに伴う増額であります。 
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 寄附金は、ふるさと応援寄附金として、全国の方々からいただいた寄附金の増額であります。

御芳志に対し深く敬意を表し、御報告を申し上げる次第であります。 

 繰入金は、平成２９年度決算に伴い精算される介護保険特別会計から一般会計への繰入金で

あります。 

 市債は、社会資本整備総合交付金の確定に伴う市道整備の増額分や、消防団ポンプ自動車整

備に交付税措置の有利な地方債を活用するため、増額したものであります。 

 なお、不足財源につきましては、前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 次に、議案第２号 平成３０年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

でございます。 

 本案は、介護保険特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ６,５５７万円増額し、補正後の予算

総額を２７億４,３０７万円とするものであります。 

 歳出の内容は、前年度の保険給付費、地域支援事業費の実績に基づく国・県支出金等の精査

に伴う償還金等の増額でございます。なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置

いたしました。 

 次に、議案第３号 平成３０年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

てでございます。 

 本案は、下水道事業特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ３１７万４,０００円増額し、補正

後の予算総額を３億９,５８７万４,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、公共下水道事業における汚泥サービスタンク用水位センサーの修繕及び

特定環境保全公共下水道事業における管渠築造工事費を増額するものであります。 

 なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 次に、議案第４号 平成３０年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございます。 

 本案は、簡易水道事業特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ４３万２,０００円増額し、補正

後の予算総額をそれぞれ８,５６８万７,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、簡易水道事業の水道事業への統合準備として、現存の簡易水道資産台帳

電子データを水道事業資産台帳システムへデータ変換し、移管する業務委託に伴う増額であり

ます。 

 なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 最後に、議案第５号 平成３０年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１号）についてで

ございます。 

 本案は、水道事業会計予算の資本的支出を３,９１７万２,０００円増額し、補正後の予算総



平成30年第４回９月定例会 第１日 

－45－ 

額を３億７,９４０万円とするものであります。 

 主な内容は、国道２９４号改良工事に伴う中山地内の配水管布設替工事及び国道２９３号改

良工事に伴う志鳥地内配水管布設替工事の増額であります。 

 以上、議案第１号から議案第５号まで一括して提案理由の説明を申し上げました。何とぞ慎

重に御審議の上、可決、御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ８番滝口議員。 

○８番（滝口貴史）  何点か質問させていただきます。 

 まず、一般会計補正の６ページ、英語コミュニケーション推進事業ＡＬＴの業務委託につい

て質問させていただきます。今現在、ＡＬＴが７名、各学校に配置されているということであ

りますが、次年度以降も同様に行うのかというのが、まず１点目の質問です。 

 １年にすると２,８００万円ぐらいですが、このＡＬＴさんを呼ぶに当たっての会社との契

約のこの額というのは妥当なのか。ほかの市町村と比べても妥当なのか、また、ほかの市町村

の、周りの市町村、教育長はわかっているでしょうから、周りの市町村の現状も教えていただ

きたいと思います。 

 それと２点目が、２１ページの道路保全費、先ほど配水管をつくる２カ所と言いましたが、

これはどこの場所でどのような事業なのか、教えていただきたいと思います。 

 ３点目ですが、江川小学校のスクールバス運行費３６万３,０００円ですか、これはどうい

ったものなのか教えていただきたいと思います。 

 前に戻って、１９ページ、先ほど市長からの説明で、観光振興費、６００年祭の前夜祭の交

付金ということですが、これはどういう内容なのか。あしたの私の一般質問と同様のことだっ

たら伏せておいても結構でございますが、よろしくお願いいたします。 

 ４点お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、私のほうから、ＡＬＴ関係についてお答えさせていただ

きます。 

 ＡＬＴの配置は、既に御存じのように全校配置ということで７名、中学校２名、小学校５校

で各１名ずつということで現在、実施しております。 

 この配置等については、次回、来年度以降もこのような形で７名を採用し、配置をしていき

たいと考えておりますが、ただ、全校配置というのはちょっと聞こえはいいんですが、実際に

は各学校でクラスが違うわけですので、単学級の学校に１名と、学年２クラスまたは３クラス
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の学校に１名ではやはりちょっと条件が違うと考えていますので、次年度からにつきましては、

週５日のうち１日は江川小学校のＡＬＴは荒川小学校のＡＬＴと一緒に２名で活動すると。烏

山小学校につきましては、境小学校と七合小学校のＡＬＴを烏山小学校に１日配置して、３名

で活動させると、そのような指導体制をとるように現在、計画しております。また、御存じの

ように、それから１日は幼稚園、保育園にも行っていますので、単学級の学校に配置されてい

るのは週のうち３日という形になります。 

 それから、契約金と申しますか、いわゆる予算的な措置につきましては、前々回の議会でで

しょうか、中山議員から御質問もありましたが、ほぼ大体、同じような額になっております。

ただ、採用形態が本市のように全部委託でやっている市町、それから自分のところで採用して

いるＡＬＴがいる市町もございますので、一概に全部比較はできませんが、大体ならしていく

とほぼそんなに遜色がない額になっているかと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  ２３ページの江川小学校のスクールバス運行費でございます

が、これはスタッドレスタイヤの購入になります。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうは、道路保全費１,７００万円の内容を説明させ

ていただきます。 

 議案第１号の３０ページをお開きください。３０ページの建設工事一覧表ということで、一

番上の道路維持費１,７００万円ということで、右のほうに路線名が中央一丁目十四軒町線と、

滝田熊田境線と、こちらは道路排水工事ということで、いわゆる側溝整備の工事でございます。 

 具体的に場所はどこだといいますと、中央一丁目につきましては、那須南病院の交差点があ

りまして、調剤薬局が角にあると思うんですが、あちらから西のほうに行っている市道の側溝

整備の費用でございます。 

 こちらは今年度、下水道工事を予定していますので、下水道工事とタイアップして、既存の

側溝がいわゆるふたがない落ちぶた式の側溝じゃないものですから、脱輪等、幅員が狭い上に

ふたがないものですから、タイヤが落ちてしまうということで下水道工事と一緒に今年度、補

正で実施します。 

 もう一つの滝田熊田境線なんですが、こちらはいわゆる入滝田地内、場所でいいますと、入

滝田の公民館から西側なんですが、こちらは再三、七合地区の市政懇談会で自治会長から歴代、

要望出ておりまして、なかなかちょっと順番待ちみたいな、待っていてもらっている状態で、

こちらは今回、財源確保できましたので、入滝田の公民館から西側の側溝整備でございます。 
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 以上の２カ所でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  私のほうからは、１９ページの観光振興費３００万円につ

いて、事業内容について説明いたします。 

 こちらにつきましては、ことし烏山城が築城６００年を迎える節目の年であり、築城

６００年記念イベントを盛り上げるために、市内におけるにぎわいの創出と市民の郷土愛の醸

成を図るために、イベント前日の１０月１３日を前夜祭と位置づけまして、那須烏山市民秋ま

つり花火大会と称しまして開催するものであります。 

 こちらの実行委員会への交付金３００万円を計上しているところでございます。 

○議長（沼田邦彦）  ８番滝口議員。 

○８番（滝口貴史）  ＡＬＴの事業に関しましては、今、教育長からすばらしい提案があっ

たと思うんですね。全校配置といってもやっぱり２名がいる、単学級ではないという格差が絶

対あったので、僕はそれを提案しようと思ったんですが、やはり教育行政の皆さんが頑張って

いただいて、やはり江川小に１日いても、荒川小のほうが２クラスあっても、教わっている人

数が違いますから、どうしても格差はあると思っていたんですね。 

 それを次年度から、今年度は今のままでしょうけども、次年度からそういった方向で持って

きていただけることは、これは小学校から始まる英語教育に対して、これから大変有効ではな

いかと思います。 

 ほかの市に先駆けて、これは私、何でこの質問をしようかと思ったかといったら、やっぱり

ほかの市の教育長さんの方と話す機会がありまして、そうしたら那須烏山市は先進的な事例で、

これはすばらしいという話ですね。でも僕はそれがやっぱり予算規模とイコールではない事業

だと正直、思っています。だけれども、未来の子供たちに先行投資しているということは、こ

れはすばらしい事業だと思いますので、ぜひとも次年度からまたよろしくお願いいたします。 

 あとの３点には了承しました。ありがとうございます。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

○８番（滝口貴史）  はい。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  それでは、一般会計のみになりますけど、何点か質問したいと思い

ます。 

 まず、１９ページの風疹予防接種事業費というのが７万円ほど載っていますが、これははや

り病というか、そういうことなのか、当初予定していたものが足らなくてこれを載せたのか、
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この辺の説明をちょっとお願いします。 

 次は、２１ページ、上のほうから公園等観光施設整備費４７万８,０００円、これはどこを

整備するのか。 

 その下の道路維持管理費３,１３３万６,０００円、これはどういうふうに使用するのか。 

 橋梁等維持管理費につきましても２００万円ですが、これはどこの橋梁なのかですね。 

 さらに、その下の道路整備費１,５９０万円、これについてもどこの道路なのか、整備箇所

をお願いしたい。 

 ２３ページですが、災害対策費５３万２,０００円、これについてはどのような使用を考え

ているのか、御説明をいただきたい。 

 ２５ページ、委託料、人生の並木路管理費というのが１９２万８,０００円とありますけど

も、これは旧南那須町の時代に橋本町長が手がけて進めてきた事業かなと思うんですけども、

これについて今どのような状態になっているのか、この補正でどうしようとするのか説明いた

だきたい。 

 最後に、自治会公民館施設整備費７７万円、これはどこの自治会公民館なのか説明をいただ

きたい。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  まず、最初に御質問のありました風疹予防接種事業について

ですけれども、議員が御指摘のように、ことし初めにはしかのほうがはやりました。それで、

この風疹の予防接種は、風疹の予防接種単体と、麻疹・風疹混合ワクチンという両方ありまし

て、厚生労働省のほうは麻疹・風疹混合ワクチンを推奨しております。 

 ですので、はしかの予防接種に来る方がどちらの予防接種も入っているものをということで

申請しまして、年度当初、１２名で予定していたものが、もう７月現在１８名になってしまい

ましたので、補正したものでございます。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  ２番目の観光施設整備について御説明いたします。 

 こちらにつきましては、龍門の滝水辺公園の水道管布設工事に伴う経費でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私どものほうは、２１ページの真ん中辺で、道路維持管理

費３,１３３万６,０００円の内容の説明を申し上げます。 

 こちらは午前中あったいわゆる道路の維持管理、穴ぼことか支障木の除去とか側溝の修繕、
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草刈り、土砂上げといういわゆる道路の維持管理をする費用でございます。ですから、場所は

特定しないで管内全域ということで、維持管理の費用でございます。 

 あと、橋梁等維持管理費での２００万円なんですが、こちらは私ども、法令に基づきまして、

いわゆる橋梁点検というのを５年に一度、義務づけられている１４７橋全体でありまして、今

年度の残り１１橋の点検の費用でございます。こちらは国のほうから配分が来ましたので、今

回の補正で１１橋を計上させていただきました。これで１周目の点検は全て完了します。 

 次に、道路整備の１,５９０万円なんですが、こちら、市長の全体説明と同じ、私どもで当

初、国からの交付金事業で予算計上していたよりプラス、単純に１,５９０万円多く配分にな

ったということで、今回、歳出のほうの補正を計上していました。 

 具体的にどこかといいますと、ちょっと読み上げると長くなっちゃうんですが、申し上げま

すが、社会資本の総合整備交付金ということで、具体的な箇所名を言いますと、関下精神場線

といって、こちらは神長の消防の庁舎からの東側の南北の道路ですね。それと大桶白久線とい

って、こちらは那珂川町とタイアップしています那珂川町の７６号線と通じるところの２カ所

ですね。それで、あと今度、防災安全交付金として４カ所いただいております。こちらは通学

路の安全の確保ということですね。三箇の西野三箇線、藤田の富士見台工業団地線、上境の三

ツ木松ノ木線、谷浅見の谷浅見平野線の４カ所でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは私のほうからは、２３ページ、災害対策費のほう、内容

を説明させていただきたいと思います。 

 こちらにつきましては、浸水想定区域が新たになったということで、洪水土砂災害のハザー

ドマップのほうを作成していたところでございます。今度これができ上がることによりまして、

紙ベースで各世帯に配布ということになりますので、これの印刷費への計上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私のほうからは、一般会計補正予算２５ページ、まず初めに、

人生の並木路管理育成費、並木路の現況ということでございますので、まず初めにお答えいた

します。 

 議員御指摘のように、旧南那須町で１０年間にわたりまして１０カ所ほど植樹をしてござい

ます。現在、残っているというか管理をしているのが、第１回目の鴻野山の大溜周辺、それか

ら大和久地内と藤田地内の富士見台工業団地内、それから、４回目から７回目までなんですが、

こちらについては自然休養村の遊歩道ということで、東日本大震災の折、崖崩れになって通れ

なくなったということもございまして、復旧作業の折に植樹者の了解を得て伐採をしていると
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ころでございます。８回目、９回目につきましては、曲畑の小貝ヶ入溜というところがござい

まして、その周辺に植えてございます。１０回目が小河原の荒川沿いの堤防に植わっているも

のでございます。 

 現在、管理を直接しておりますのが、鴻野山地内、それから富士見台工業団地内、同じく曲

畑地内、それから小河原のほうですけども、管理については、小河原の管理についてはシルバ

ー人材センターと自治会のほうに委託をしている状況でございます。鴻野山、あと富士見台工

業団地内についてもシルバー人材センターのほうにお願いをしているところでございます。曲

畑地内については、曲畑の自治会のほうにお願いして管理をしていただいているという状況で

ございます。 

 今回、補正予算をとったところは、富士見台工業団地の溜の入り口から緑地運動公園の入り

口の丁字路部分、その両側に植樹してございますが、富士見台工業団地連絡協議会のほうから、

随分と成長しましたので、トラックが通って、そのほかに特別支援学校の生徒が通学で通るの

に見通しが悪く非常に危険であるということで何とかしてくれということですので、これを機

に、将来的に道が広がるかどうかもちょっとわからないんですが、今回、伐採を考えてござい

ます。 

 それから、緑地運動公園の入り口から特別支援学校まで、あそこにも片側、こちらから行き

ますと右側に植樹はしてあるんですが、その桜の木の枝が張り出しまして、特別支援学校のほ

うから、スクールバスに当たると。それで道路が、片側も緑地公園のほうの樹木がありまして、

枝が両方、張り出していて、大変危険で、枝打ちをしてくれという要望がかねてからありまし

たので、そちらのほうの枝打ち、それらの伐採、それから残骸処分、それらのお金でございま

す。 

 もう一点が、自治会公民館の補助金の関係なんですが、今回は上川井の自治会公民館、それ

から鍛冶町の自治会公民館、それぞれの修繕費等でございます。 

 以上でございます。 

○１７番（平塚英教）  了解。 

○議長（沼田邦彦）  ほかに質疑はございませんか。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  まず、議案第１号の一般会計補正予算のうちの６ページにあります

債務負担行為の件でお伺いします。何点か質問しますが、既に同僚議員の皆さんから質問はあ

ったんですが、ちょっと私は角度を変えた形でお伺いしたいと思います。 

 ＡＬＴ関係、前３年は７,８７０万円でお願いしていましたね。今回は８,３１０万円と、お

よそ５００万円ほど増額になるわけなんですが、この増額の理由についてお伺いいたします。
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これが１点です。 

 それと、１３ページの財産収入の中に、生産物売払収入２１万円とありますね。これはわず

かな金額なんですが、初めて予算上も目にすることなものですから、何を売却したのかお伺い

したいと思いますので、御答弁をいただきたいと思います。 

 ３点目、１９ページの観光振興費なんですが、先ほどの質問御答弁によりますと、烏山城築

城６００年祭イベントに要する交付金、３００万円というわけなんですが、観光振興費は既に

当初に６３４万４,０００円、６月も９７２万円、今回を合わせますと１,０３１万

６,０００円を観光振興費に予算計上するわけなんですが、これはこの烏山城築城関係に全て

交付金か何かで使用するのかどうか。それともう一つ、花火大会を実施すると聞きましたが、

これはどこで実施する予定なのか、これについてお伺いしたいと思います。 

 それと、２１ページの道路維持管理費、これは了解いたしました。都市建設課長、この道路

維持管理費の中で、舗装補修も、ぜひこれは必要なんですが、穴あきですね。道路のセンター

ラインからサイドライン、これはほとんど消えているというのが至るところにありますので、

これは特に夜間の走行や雨の際の走行には非常に私は危険に思っているんですが、消えている

ところは。ぜひこの辺のところは考慮していただきたいと思っております。 

 それと、２３ページの消防費なんですが、この財源を１,２００万円振りかえましたね。先

ほどの執行部の話によりますと、有利な地方債があるために、地方債に切りかえたと言います

が、有利かもしれませんが、一般財源があるならわざわざ借金をふやす必要はないのではない

かと、私はそう思います。にもかかわらず、なぜ……、どのような有利な部分があるのかお伺

いしたいと思います。 

 やはり消防費の中で、水槽撤去費１３４万円、なぜ今回この水槽を撤去するに至ったのか、

その理由についてお伺いいたします。 

 あと、江川小学校のほうは、これは当初３５０万円、放送施設ということですし、今回の

２３０万円も、これは了解いたしました。 

 人生の並木路についてですが、これはほとんどの並木路、この樹木の生育状況、よくないで

すね。これは維持管理でやるのかどうかわかりませんが、これからも毎年１００万円程度の維

持管理費がかかっているんですが、これだけの価値があるのか。それと今、残っているうちの

一部分を伐採するというんですが、根元から伐採することになります。そうしますと、ここで

聞きたいのは、今残っている人生の並木路の樹木は、それの所有権はどこにあるのか。一切、

市のほうに移管されて、もう市がいつ切ろうがどうしようが市に任されているんだというのか

どうか、この辺についてお伺いしたいと思います。 

 次に、議案第２号の介護保険なんですが、平成２９年度の決算を見ますと、国・県補助金か
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ら支払基金交付金、合わせて１７億３,９００万円ほど受けていますね。多分、今回の償還金

というのは、この中から、これはもらい過ぎたとして５,５５８万８,０００円の償還になるの

ではないかと思いますが、この償還するに至った理由についてお伺いしたいと思います。 

 下水道会計については了解いたしました。 

 あと、水道事業について一、二点お伺いしたいと思います。今回、配水管の布設替えとして

３,７２４万９,０００円を計上してあります。工事内訳を見ますと、５カ所の老朽管の更新と

あるわけなんですが、御承知のとおり本市の有収率が、漏水が多いためにわずか６６％。極め

て低いですね。これは監査委員のほうからも指摘を受けているところなんですが、県の平均有

収率は多分８１％ではないかと思います。それで、この県平均に達するには那須烏山市はあと

何年かかるのか。それとさらにこの費用を幾らかければ、この県平均に達するのか、これにつ

いてお伺いしたいと思います。 

 最後に、議案第１２号の水道会計の利益剰余金の件について、お伺いいたします。今回の決

算書を見ても、利益剰余金は３億８,３８４万９千何がしありますね。そのうち今回、積み立

てを９００万円と……。 

○議長（沼田邦彦）  次の議案ですね。 

○１５番（中山五男）  失礼しました。以上です。 

○議長（沼田邦彦）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、６ページにあります債務負担行為の補正でござい

ますが、ＡＬＴの業務委託の増額理由でございますが、前年度は平成２８年度から３０年度と

いうことで、今年度、３年経過したというようなことで、前回は講師１人当たり、１年間で

３４７万円の計上でした。今回、３年経過しているということで、１人当たり３６０万円で計

上してございます。 

 また、平成２８年度から３０年度は消費税８％の計上でございますが、今回につきましては、

来年度１０月から１０％になるというようなことで、６カ月間は８％、残り３０カ月分を

１０％で計上しているというようなことでの増額になっております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、私のほうからは、まず１３ページの生産物売払収入の

ほうでございます。こちらはこのたび市と分収林契約してあります国有地の一部、大沢なんで

すが、そちらの売却に伴いまして、立木補償分が入りました。市の持ち分として、これの７割

分ということで２１万円ほど収入となるということで、こちらのほうを計上しております。 

 それと、２３ページのまず消防水利のほうでございます。こちらにつきましては、防火水槽
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を設置するに当たっては、各自治会のほうで地権者の同意を得て設置ということになるんです

が、この土地につきましては市のほうで無償でお借りして設置させていただいているというこ

とがございまして、その地権者のほうで利用目的がまた別なものができてしまって、撤去して

くれということになった場合、撤去することになっていまして、今回、借りている土地が宅地

として利用したいということで地権者のほうからございましたので、こちらのほう、撤去費用

を計上したものでございます。 

 それと、２,１００万円の地方債でございますが、消防車等の購入につきましては、当初予

算のほうで一般財源で措置させていただいたところでございますが、今般、先ほどありました

有利な起債ということで、緊急防災減災事業債という起債がございまして、こちらにつきまし

ては充当率１００％で、元利償還金の７０％が交付税算定の基準財政額に算入ということにな

りますので、単純に計算すると３割ぐらいの負担、それに近い数字の負担で購入できるという

起債でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  私のほうからは、観光振興費についてお答えします。 

 観光振興費につきましては、各種イベント等を総括的に網羅しています経費となっておりま

す。６月に補正しましたのは「おもてなし手帖」の増刷分で、今回の３００万円の補正につき

ましては、築城６００年関連の経費としております。 

 花火大会の開催する場所につきましては、従来のいかんべ祭の花火大会と同じ場所で開催す

る予定となっております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうは、道路の区画線についてお答え申し上げます。 

 道路の区画線の引き直しの費用は、私も含めて皆さんが交通違反をしたときの罰則金、そち

らが財源となっておりまして、私どもの那須烏山市ですと、年間大体２００万円程度、交付さ

れておりまして、それで区画線の引き直しをやっております。随時やっております。ただ、現

実的にまだ間に合わないということは現実なんですが、随時やっておりますので、その辺は御

理解をお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  ２５ページ、人生の並木路、樹木の所有権はどこにあるかと

いうことでございますが、これにつきましては一度、植樹者の方々に確認をしてございます。

これ以後、自分で管理をしていただけるか、それとも市のほうに一任しますかということで、
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市のほうに一任という方が大部分でございました。その後、御自分で管理されると回答いただ

いた方でも、なかなか管理をしていただけていない状況でございます。 

 今回、伐採につきましては、再度その植樹者の方々には、こちらでいついつまでに伐採をし

ますのでよろしいでしょうかということで通知は出す予定でございます。もし伐採は困るとい

うことであれば、移植等を考えていただくように促す所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  稲葉健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉節子）  私のほうからは、介護保険特別会計の償還金についてでござ

いますけれども、そちらについては、制度運営上、調定額を余裕を持って申請しております。

そして給付確定後にルール分で支払える額ということでございますが、今回は、いろいろこれ、

含まれているわけですが、介護サービス給付費、介護予防サービス給付費等あるわけですが、

今回は介護給付費負担金を多く返還するということで、想定したよりも給付費が伸びなかった

というような……、想定していたよりはということですけれども、そんな形になります。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  中山議員から御質問のありました、まず下水道特別会計の工

事請負費でございますが、こちらにつきましては、元の消防、南那須分署が建っていた場所に

宅地造成の計画がございまして、これは県道の田野倉の交差点の工事に絡むものでございます

が、そういうことがございまして、県道と市道の部分の下水道管の埋設を行うものでございま

す。 

 続きまして、水道事業会計でございます。議員御指摘のとおり、有収率につきましてはこれ

までも歴代課長、大変御苦労をされていたものと推察するものでございますが、私どもとしま

しても毎年、漏水調査ということで業務委託をしまして、何とか有収率のアップを目指してい

るところでございますが、市内全域にめぐらされております配水管の総延長が約２０８キロご

ざいます。この水道管の布設替えをするといたしますと、５０ミリの管の布設替えをするのに

１メートル当たり約２万円、１００ミリの管におきましては約３万円かかるという見積もりを

しております。口径、それから延長、メートル単価を掛けますと、更新にかかる事業費は約

７０億円を超えてしまうのではないかという計算をしております。 

 こういう状況でありますので、県平均の８１％に引き上げるということはかなりの年数がか

かるものと存じますので、何とぞ御理解のほどをよろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  済みません、一通り御答弁をいただきました。 

 １つ、私、都市建設課長に質問するのが漏れてしまいました。都市計画総務費の委託料、当
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初５４０万円、今回３２４万円、合わせましてこの委託料が８６４万円になるんですが、何で

今回これほどの増額をしたのか。それで、これはいつごろ委託事業が完成するのか、おおよそ

わかりましたらこの件についてお伺いします。 

 それと、これは岩附課長にお伺いしたいんですが、ＡＬＴですが、７名ほど現在もお願いし

ているようなんですが、このＡＬＴの、ちょっと言い方が悪いかもしれませんが、教師として

の質はどうなんですか。これは先生、生徒、または保護者等から何か苦情のあるようなことは

ありませんか。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  私のほうから答えさせていただきます。 

 保護者云々というのは特段、今までありませんが、ＡＬＴについては各学校から評価表を上

げさせております。ただ、同じＡＬＴで小学校と幼稚園・保育園のほうで評価がかなり違って

しまう、そういう場合が何件かございます。これはやはり小学生ですとある程度、先生もある

程度、私と同じぐらいのレベルの英語はしゃべれると。幼稚園・保育園に行った場合、幼稚園

教諭、保育士たちがなかなかちょっと英語が難しいと。それから、男性で、こういう言い方は、

差別ではなくて、実際に黒人のＡＬＴがいた場合に、ちょっと保育士たちが取っつきにくいと

いうようなことで、同じＡＬＴでありながら、小学校と幼稚園・保育園で評価が大きく変わっ

てしまったという例が何件かございました。 

 それについては、派遣会社と話をして、本人等も派遣会社のほうからいろいろ指導を受けた

りサポートを受けたりしながらやってもらっているわけですが、ただ、どうしてもという場合

には、正直なところを言いますと、１年間で大体１人、２人は交換してもらっています。そう

いった意味でも、現在、頼んでいるところ、これはこの次どうなるかわかりませんが、非常に

フットワーク軽く対応をしていただいているという部分はあるかと思います。 

 能力的には、そんなに遜色なくやってはくれているんですが、やはり周りの受け取り方が若

干。それから、男性が幼稚園・保育園に行った場合に、若干、小学校での評価とずれてしまう

というようなことで、そういった点について、先ほど申し上げたように、派遣会社と連携しな

がら、ＡＬＴに対する指導または場合によっては先ほど申し上げたように年に１人、２人は交

換してもらうというようなことで対処しております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうから、議案第１号の補正予算書の２１ページの一

番下の都市計画総務費３２４万円の説明をさせていただきます。 

 こちらの３２４万円の内容なんですが、こちらは烏山駅周辺まちづくり構想策定業務委託の
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費用でございます。内容につきましては、烏山駅周辺というのはどこを言うかというと、私ど

もで今現在、進めている立地適正化計画と整合性を持ちまして、ＪＲ烏山駅から那須南病院ま

での烏山の市街地を指しております。 

 こちら、以前も説明したと思うんですが、ＪＲバス関東から取得した烏山駅前の今の土地と、

あれも含めて、烏山駅周辺の将来的に整備するハード事業、こちらは国土交通省の都市局所管

の交付金事業で採択にならないと事業化できませんので、その準備段階として今回……、済み

ません、それで、まず駅前の整備といいますと、真ん中の道路というのは烏山停車場線といっ

て県道ですね。あちらを今度、事業化するのには当然、栃木県の事業が入るということで、そ

ちらは全て事業化する下準備の費用でございますが、こちらは栃木県のほうから再三提案があ

りましたので、私どものほうで今回これで全体、まちづくりの構想を策定して、それでそちら

の基本計画に基づきまして、今後どういった施設を整備するかということの費用でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  教育長に１点、申し上げたいと思います。 

 先ほどの話ですと、黒人に対しては子供たちがちょっと違和感を持つというような……。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  子供たちではなくて、むしろ保育士とか……、幼稚園の先生とか保

育園の先生のほうがちょっと取っつきにくいということがあったようです。子供たちは特段そ

ういったところではございません。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  私、それは小さい子供のうちからやはり、もちろん先生もですよ、

地球上には白人もいる、黒人もいる、黄色人もいるわけですよ。そういうことをきちっと認識

させる、これが１つの私は教育の根本ではないかと思いますよ。それが担当する先生が違和感

を持つなんていうのはもってのほかではないかと思います。この辺のところは、教育長、きち

っと指導してください。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  ちょっと言葉が足りないので誤解があるかもしれませんが、単に黒

人だからということではなくて、現在もジャマイカその他から来ている有色の方も何名もいら

っしゃいますので、そういった関係だけではございませんので、つけ加えさせていただきます。 

 あともう一点は、小学校でこういう英語の授業をやっているので、幼稚園または保育園の先

生方も英語の授業参観に来てくださいというような授業も昨年度から実施しております。 

○１５番（中山五男）  わかりました。 
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○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  １点伺います。 

 １８ページの７款１項の観光費、これは説明聞いて、今までの質問の中の説明を聞いて、烏

山城築城の前夜祭の花火を打つための３００万円ということなんですが、これは補助金ですよ

ね。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  こちらにつきましては、交付金という形をとっております。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  交付金と書いていないよな。ここに書いてありますか。負担金、

補助。 

 それで、実は平成２３年、震災のときに、いかんべ祭の予算をとられておりましたけれども、

それを祭り全体は中止するけども、あのときにいただいていた補助がたしか３２０万円だった

と思います。その３２０万円で、３月１１日の震災に遭われた、本市でも２名亡くなったわけ

でありますけれども、そういう方と、それから東北の震災で亡くなった多くの方々を追悼する

いかんべの花火大会にしようということで、市の担当課のほうにその３２０万円を追悼のいか

んべ花火大会として使わせてもらえないかと言ったらば、その当時の担当課長は、これは補助

金だから３２０万円は全部出せないと。であれば、３２０万円以上の、６５０万円ぐらいの事

業にしなければだめだから、それは企業から寄附か何かもらわないと、この補助金は使えない

ということを言われたそうです。 

 それで震災があってまもない８月ですから、企業とか一般のところから３２０万円以上の寄

附をもらうのはちょっと無理かなと、そういうことも行政で言われたので、補助金というのは

３００万円だったら３００万円、これにかかるものは事業費がこの倍じゃないと出せないとい

うことだということなので、私は前にも大谷市長のときにも聞いたんですが、この補助金の定

義というのはどうなっていますか。 

 今、それで課長は交付金というんだったら、交付金とちゃんと書くべきじゃないですか。こ

こに書いてあるのは負担金、補助でしょう。その辺の補助金の定義をちょっとはっきりしよう

よ。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  こちらの交付金の表示につきましては、次ページ、めくっ

ていただきますと、２１ページの一番上のところに「及び交付金」というところで交付金が表

示されております。 

○議長（沼田邦彦）  もう一度、大きな声で答弁してください。 
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○商工観光課長（小原沢一幸）  はい。２１ページをめくっていただきますと、一番上のと

ころに「交付金」という表示があります。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  済みません、補助金の定義ということでございますが、私の

ほうから。補助金とは、一般的に事業の推奨等を含めまして事業を行う場合は補助率があって、

その事業主体に対するいわゆる事業補助というものとか運営補助というもので、あくまでもそ

の事業主体の補完的な意味合いというものが補助金であるということであります。 

 交付金につきましては、本来、市なり団体がやったほうがいいかもしれないけれども、民間

の活力も合わせてやったほうがいいというようなことで、協働でやるような場合等につきまし

ては交付金等を活用していきたいと思っています。 

 今回の３００万円のほうにつきましては、実行委員会ができまして、商工会等々で寄附金を

集めるというのもありまして、協働でやろうということで実行委員会が立ち上がったものです

から、交付金という扱いにしております。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  了解です。であれば、補助及び交付金とは書かないで、交付金

というふうに入って、誤解のないように書いたのがいいのかなと思います。了解です。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  最後の最後といっても、また私の後にも最後が多分３人ぐらいいると

思うんですけども、２点ですね。 

 ２５ページのところに、人生の並木路、先ほどの課長の説明は、小河原地区もシルバー人材

センターの費用というふうに聞いたので、ことしは、これは自治会でずっとやっているので、

それは誇りを持っているんだけど、もうやらなくていいのかなと思ってしまったんだけど、そ

ういうことなのか、それとも同じように自治会のほうにお願いしますよということか。これだ

けちょっと確認しないと帰れないので、お願いします。１点ですね。 

 あともう一つ、戻って、２１ページ、中山議員からお話がありました都市計画の総務費

３２４万円。これ、烏山駅前からずっと都市計画どうするかというのを業者に委託しようとい

うことなんですけども、烏山駅前をどうするかというのを、丸投げするわけではないと思うの

で、特に駅前なんかはどうするんだというのは議員の中でも随分、論議しているので、骨子を

決めたものを渡すのが筋ではないかと思うんですけど、その骨子ってまだみんなで共有してい

ないので、どういうふうに投げるのかなというのがとても気になるので、その辺の説明をお願

いします。 

○議長（沼田邦彦）  柳田生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（柳田啓之）  お答えいたします。 

 先ほどの人生の並木路関係でございますが、こちらの考えでは、小河原の自治会が受けてい

ただけるのであればお願いしたいという態度でございます。ことしも４月に多分、自治会のほ

うと協議をしているかと思うんですね。こちらで私が確認しているのは、小河原自治会に委託

をして、４月に管理委託で年間幾らということで契約を交わしているはずです。申しわけござ

いません、自治会に帰ってちょっと確認をしていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  烏山駅前のまちづくりは、今回はあくまでも基本構想とい

うことで、現実的にどういった内容にするかということはまだ何も決まっていないものですか

ら、現実的に利用可能な既存の土地の調査、あと法的な条件等、いろんなパターンを今回組み

合わせて、何パターンかつくろうかということで、これから議論するための基本的な調査でご

ざいます。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  小河原の先ほどの自治会の話は、当然もう２回もやっているし、シル

バー人材センターということにはならないので、何というかな、頑張ってねと言ってもらえる

のが答えです。そういうことでいいですね。はい。 

 それと、この業務の委託料は、今言ったように真っ白の状態でやるという手もあるんだけど、

やっぱりかなり意識してみんなでここのところはどういうふうにするんだよというのを念頭に

置いて、途中で確認しながら進めてほしいなと。これは要望です。答えはいいです。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  またＡＬＴの話で蒸し返して申しわけないんですけれども、市内で雇

用しているＡＬＴというのは、採用のほうは外部に委託していると思うんですけれども、実際、

採用する段階でのＡＬＴの資質に関して、採用の要件というのはあるんでしょうか。例えば教

育レベルだったりとか、最終学歴は何で専攻は何だったとか、日本語能力検定試験のほうを保

持しているかどうかとか、あと日本語教育の経験の有無でしたりとか、先ほどＡＬＴさんのほ

うでジャマイカ出身の方がいらっしゃるとおっしゃっていたんですが、ジャマイカはたしか私

の記憶が正しければ、イギリス英語だったと思うんですね。日本のほうでは主に英語教育に関

してはアメリカ英語を使っていると思うんですね。それで、そちらのほうのイギリス英語を学

ぶということも多様性の面ではいいと思うんですけれども、そういう教育の面で、そういった

ことを差別化しているかどうか……、区別しているかどうかということに関して、ちょっとお

伺いしたいです。 
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○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  委託業務でございますので、市のほうが個々の採用に関して面接を

行うというようなことは、実際問題としてやっておりません。ただ、あちらから日本語の能力

に関してどのくらいかというようなことや、それから出身大学はもちろんですが、そういった

ところについて、あと希望した理由とかいうような一覧表の中で派遣を決定しているというよ

うな状況になっています。 

 また、ジャマイカについては、旧宗主国がイギリスということでありますけれども、すぐ近

くがアメリカ合衆国ですので、そういった意味で、問題は今のところあるという話は聞いてお

りません。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

 ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  特に市のほうでは要件は求めておらずに、採用に関しては外部にかな

り任せているということですね。 

○議長（沼田邦彦）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  はっきり申し上げて、日本語が完璧でなくてもよろしいと。むしろ

日本語があんまり上手過ぎちゃうと、子供たちに対して日本語でしゃべってしまう、そういっ

た部分もありますので、ある程度、意欲があるというふうな方向を中心にお話をしております。 

 そういった意味で、若干、行き過ぎたりというようなところで途中で変更なんていうことと

か、あとはやはりなかなか日本の社会になじめない方も残念ながら何人かのうちに１名ぐらい

はいますので、そういった方で途中で変更、帰国なさる方もここ４年間の中に１名いらっしゃ

いました。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、議案第１号から議案第５号までの５議案に対する反対討論
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の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１２ 議案第１号 平成３０年度那須烏山市一般会計補正予算（第

２号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第１号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１３ 議案第２号 平成３０年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第

１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第２号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１４ 議案第３号 平成３０年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第３号は、原案のとおり決定いた

しました。 

 次に、日程第１５ 議案第４号 平成３０年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第４号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１６ 議案第５号 平成３０年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１号）

について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第５号は、原案のとおり可決いた

しました。 
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 ここで、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時０９分 

 

再開 午後 ２時２０分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                    

     ◎日程第１７ 議案第１２号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計未処分利益剰 

                   余金の処分について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１７ 議案第１２号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１２号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成２９年度水道事業会計の未処分利益剰余金の処分について、地方公営企業法第

３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 主な内容は、平成２９年度水道事業決算の当年度純利益８,９８２万１,７１３円の約１割相

当となる９００万円を減債積立金に積み立て、未処分利益剰余金の当年度末残高３億

８,３８４万９,８４５円から減債積立金を差し引いた３億７,４８４万９,８４５円を次年度に

繰り越すものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（沼田邦彦）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 



平成30年第４回９月定例会 第１日 

－63－ 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１７ 議案第１２号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計未処分

利益剰余金の処分について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第１８ 認定第１号から日程第２６ 認定第９号までの平成２９年度那須烏山市一般会

計決算の認定、国民健康保険特別会計決算の認定、熊田診療所特別会計決算の認定、後期高齢

者医療特別会計決算の認定、介護保険特別会計決算の認定、農業集落排水事業特別会計決算の

認定、下水道事業特別会計決算の認定、簡易水道事業特別会計決算の認定、水道事業会計決算

の認定については、いずれも平成２９年度決算の認定に関するものでありますことから、一括

して議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第１８ 認定第１号 平成２９年度那須烏山市一般会計決算の認定について 

     ◎日程第１９ 認定第２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計決算の 

                  認定について 

     ◎日程第２０ 認定第３号 平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算の認 

                  定について 

     ◎日程第２１ 認定第４号 平成２９年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計決算 

                  の認定について 

     ◎日程第２２ 認定第５号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計決算の認定 

                  について 

     ◎日程第２３ 認定第６号 平成２９年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計決 

                  算の認定について 

     ◎日程第２４ 認定第７号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計決算の認 
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                  定について 

     ◎日程第２５ 認定第８号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計決算の 

                  認定について 

     ◎日程第２６ 認定第９号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計決算の認定につ 

                  いて 

 

○議長（沼田邦彦）  よって、認定第１号から認定第９号までの決算の認定については、一

括して議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  認定第１号から認定第９号まで、一括して提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 まず、認定第１号 平成２９年度那須烏山市一般会計決算の認定についてでございます。 

 平成２９年度は、総合計画「みんなの知恵と協働による“ひかり輝く”まちづくり」の仕上

げの年として、後期基本計画の施策実現を目指し、限られた財源の計画的な活用に努めること

を基本として、予算の執行に当たってまいりました。 

 一般会計当初予算１１０億４,５００万円の予算編成を行い、市民の安心安全を柱とし、そ

のほかに福祉、環境、教育など市民の生活優先を基本とした各種事業を展開してまいりました。 

 歳入では、自主財源の柱である市税収入については、固定資産税の伸び等により増額となっ

ているものの、地方交付税につきましては、平成２８年度から普通交付税の合併算定替の縮減

が開始されている影響もあり、前年度を下回る結果となりました。今後はさらなる自主財源確

保のため、税の収納対策等になお一層、努めてまいります。また、来年１０月には消費税率が

１０％に引き上げられる見通しでありますことから、使用料、手数料等について見直しを行っ

てまいります。 

 歳出では、ユネスコ無形文化遺産烏山の山あげ行事の伝承拠点として、山あげ会館施設整備

事業、社会資本整備総合交付金及び合併特例債を活用した道路整備事業、畜産振興として畜産

担い手育成総合整備事業等に取り組んでまいりました。少子高齢化の進展、人口減少問題など、

これからの本市の財政運営はますます厳しくなってまいります。今後は、中長期財政計画や公

共施設等総合管理計画に基づき、一層の行財政改革、財政運営の健全化に努めながら、無駄の

ない確実性のある事業の推進を図ってまいります。 

 さて、平成２９年度一般会計の決算状況を申し上げます。歳入総額１２２億７,１０５万
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３,８７７円、前年度比３億６,９３１万２,０００円、２.９％の減、歳出総額１１６億

４,２９７万１,８３８円、前年度比３億９,３７０万４,０００円、３.３％の減、歳入歳出差

引額６億２,８０８万２,０３９円、翌年度へ繰り越すべき財源６,０８４万４,０００円、実質

収支額５億６,７２３万８,０３９円、決算処分として、財政調整基金への積立額１億

５,０００万円、庁舎整備基金への積立額１億５,０００万円、平成２９年度純繰越金２億

６,７２３万８,０３９円、予算額に対する執行率は、歳入で１０１.８％であり、歳出では

９６.６％となりました。 

 歳入歳出の主な内容を説明いたします。 

 まず、歳入であります。市税は、３２億９,８６９万円。対前年度比１億５,０１２万

３,０００円、４.８％の増額となりました。これは、償却資産の伸びによる固定資産税の増収

などが要因であります。 

 地方消費税交付金は、対前年度比３.２％増、自動車取得税交付金は１７.０％増額となって

おります。 

 地方譲与税やゴルフ場利用税交付金につきましては、若干、前年を下回る結果となりました。 

 地方交付税につきましては、普通交付税の合併算定替の縮減措置が２年目となり、また、基

準財政収入額が伸びたことなどから、対前年度比１億２,３５９万３,０００円、３.０％の減

額となりました。特別交付税は、対前年度比２１９万１,０００円、０.４％減となり、総額で

４５億４,０９０万４,０００円、対前年度比１億２,５７８万４,０００円、２.７％の減額と

なりました。なお、本市におきましては合併団体のため、平成２７年度までの１０年間、特例

措置として、一本算定と合併算定替を比較して有利な額が交付されておりました。 

 国庫支出金は、地方創生加速化交付金の減により、対前年度比４,９７２万８,０００円、

３.８％の減額となりました。 

 県支出金は、畜産担い手育成総合整備補助金の増により、対前年度比８,２４３万

６,０００円、１０.３％の増額となりました。 

 財産収入は、旧江川小学校の跡地売払収入の減額などにより、対前年度比５,９０５万

１,０００円、８０.５％の減となりました。 

 繰入金は、財政調整基金等の取り崩しの減額により、対前年度比１億９,６４２万

５,０００円、４７.３％の減額となりました。 

 市債は、武道館建物本体工事の完了などに伴い、対前年度比１億８９０万円、１６.２％の

減額となりました。 

 次に、歳出であります。１款議会費は、退職に伴う議員報酬の減により、対前年度比

２１３万１,０００円、１.５％の減額となりました。 
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 ２款総務費は、庁舎整備基金積立金の増などにより、対前年度比８,９９５万９,０００円、

６.９％の増額となりました。 

 ３款民生費は、にこにこ保育園の空調設備改修工事の増などにより、対前年度比

１,５０８万８,０００円、０.４％の増額となりました。民生費は、一般会計全体の３１.６％

を占め、総額３６億８,０９４万１,０００円となっております。 

 ４款衛生費は、じんかい処理に係る広域行政事務組合への負担金や、浄化槽設置整備費が減

額となったことから、対前年度比４,４２５万５,０００円、３.２％の減額となりました。 

 ６款農林水産業費は、畜産担い手育成総合整備事業の増額により、対前年度比１億

２,７９６万５,０００円、３２.６％の増額となりました。 

 ７款商工費は、企業誘致事業費や山あげ会館施設整備費の増により、対前年度比

８,７０９万８,０００円、１６.７％の増額となりました。 

 ８款土木費は、ＪＲ烏山駅前広場整備や道路整備事業の減により、対前年度比８,１３３万

円、９.９％の減額であります。合併特例債を活用した道路整備は７路線、辺地対策事業費は

１路線に取り組んでまいりました。 

 ９款消防費は、消防団詰所建設費の増により、対前年度比８６０万３,０００円、１.５％の

増額となりました。 

 １０款教育費は、武道館建物本体工事や南那須中学校体育館改修工事の完了により、対前年

度比５億７,６３９万１,０００円、３２.８％の減額となりました。 

 １１款災害復旧費は、農地農業用施設災害復旧費や、公共土木災害復旧費の増により、対前

年度比１,０５０万８,０００円、４１４.８％の増額となりました。 

 １２款公債費は、元利償還金が１４億３,３３１万７,０００円、対前年度比２,５５４万

１,０００円、１.８％の減額となりました。 

 なお、平成３０年３月３１日現在、市公有財産である土地、建物、山林、出資による権利、

物品の状況、基金残高の状況等は、決算書に附属資料として添付いたしました財産に関する調

書のとおりであります。 

 次に、認定第２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計決算の認定についてでご

ざいます。 

 本市の国民健康保険は、年々、被保険者が減少しているにもかかわらず、１人当たりの保険

給付費は増加の一途をたどっており、厳しい財政状況が続いておりました。平成３０年度から

新国保制度導入により、財政運営主体が県に移行しており、平成２９年度は従前の国保制度に

よる最後の決算となっております。 

 それでは、提案理由の説明を申し上げます。 
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 国民健康保険特別会計には、事業勘定と診療施設勘定の２つの勘定がございますので、まず、

事業勘定から御説明申し上げます。 

 平成２９年度末の国民健康保険加入世帯数は、４,４９４世帯、対前年度比１９６世帯減、

被保険者数は７,６４４人、対前年度比５２２人減でありました。 

 平成２９年度の事業勘定の決算額は、歳入決算額が４１億５,１０８万５,６９６円、歳出決

算額が３９億８６万３８７円であり、対前年度比は、歳入歳出とも２.９％の減となっており

ます。歳入歳出差引残高は２億５,０２２万５,３０９円であり、このうち財政調整基金に１億

円の積み立てを行いました。平成２８年度までは財政補填分として一般会計から法定外繰り入

れを行っておりましたが、平成２９年度は前年度繰越金が大幅に増額されたこともあり、一般

会計からの財政補填のための繰り入れは解消されました。また、財政調整基金からの繰り入れ

も行わず、新国保制度への備えとして、基金残高を確保することとしました。 

 歳入の主なものは、国保税のほか、国・県支出金、前期高齢者交付金等の各種交付金及び繰

入金等であり、歳出の主なものは、保険給付費が全体の約６０％を占め、続いて共同事業拠出

金、後期高齢者支援金、介護納付金となっております。 

 平成３０年度から新国保制度が導入されたことにより、保険給付費の財源確保は、県に移行

されましたが、国保財政の健全化のためには医療費の適正化が最重要課題であり、今後も市民

の健康増進を目指して努めてまいります。 

 次に、診療所施設勘定でございますが、歳入決算額は７,４４８万１,１５１円、歳出決算額

は５,９２３万３,８２６円であり、歳入歳出差引額は１,５２４万７,３２５円となりました。

このうち、国保診療所運営基金に１,０００万円の積み立てを行いました。前年度と比較して、

歳入は６.９％、歳出は３.８％の減となっております。 

 七合診療所の患者数は２.３％の減、診療収入は４.３％の減でございますが、境診療所につ

きましては患者数が１７.８％の減、診療収入も１６.６％の減と、毎年、大幅に減少している

状況でございます。地域住民の医療の確保と健康増進のために診療所の果たす役割は大きく、

今後も各位の御理解と御協力を賜りながら、適正な運営に努めてまいる所存でございます。 

 なお、この国民健康保険特別会計決算につきましては、先般の那須烏山市国民健康保険運営

協議会に諮問し、原案どおり承認を得ております。 

 次に、認定第３号 平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算の認定についてでござ

います。 

 熊田診療所は、僻地診療所として地域医療の充実を第一に考え、健全運営に努めており、特

に高齢者の利用が多く、高齢者の身近な医療機関として地域に密着している状況でございます。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が５,６５９万１,５２６円、歳出決算額が
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４,９６４万６,０１１円であります。歳入歳出差引額は７１２万５,５１５円であり、このう

ち熊田診療所運営基金に２００万円の積み立てを行いました。前年度と比較して、診療収入は

５.８％の増となっておりますが、一般会計からの繰入金の減額等により、歳入総額は９.９％

の減となっております。また、歳出では駐車場の修繕工事等を実施したため、４.１％の増と

なっております。 

 熊田診療所が地域の身近な医療機関として、地域住民に果たす役割は大きく、今後とも経営

努力を惜しまず健全運営に努めてまいる所存でございます。 

 次に、認定第４号 平成２９年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計決算の認定についてで

ございます。 

 後期高齢者医療制度は、平成２０年度の施行から１０年を経過し、被保険者の理解も深まり、

広く定着してきたところであります。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が３億２,９７０万４,８８０円、歳出決算額が３億

２,３１１万５,９８７円であり、歳入歳出差引残額は６５８万８,８９３円であります。 

 歳入の主なものは、保険料及び一般会計繰入金であり、歳出の主なものは、後期高齢者医療

広域連合納付金であります。前年度に比較して、歳入は３.３％、歳出は４.１％の増額となっ

ています。 

 今後も、栃木県後期高齢者医療広域連合と連携を図り、制度の着実な運営と事務の効率化を

推進し、医療の適正化と高齢者の健康増進に努めてまいります。 

 次に、認定第５号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計決算の認定についてでござい

ます。 

 介護保険は、第６期介護保険事業計画の３年目として、介護及び介護予防サービスの給付、

地域支援事業の充実に取り組んでまいりました。 

 平成３０年３月末現在の要介護及び要支援認定者数は１,５６４名であり、そのうち

８４.１％の１,３１５名がサービスを利用しており、在宅サービスの利用者が７８.３％、施

設サービス利用者は２１.７％という状況でございます。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が２７億２,２９１万２２９円、歳出決算額が２６億

４,７５９万１,１２２円、歳入歳出差引残額は７,５３１万９,１０７円でございました。この

うち７００万円を介護保険財政調整基金に積み立てております。また、予算額に対する執行率

は、歳入が１００.４％、歳出が９７.６％でございます。 

 歳入の主なものは、保険料、介護給付費の国・県負担金、支払基金交付金、繰入金でありま

す。そのうち、介護保険料の収入済額は５億４,４７２万１０３円、収入未済額は８３１万

４,０３３円で、収納率は９８.３％であります。 
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 国庫支出金、県支出金は、介護給付費及び地域支援事業費に係る負担金、交付金として交付

されたものであります。 

 支払基金交付金は、第２号被保険者の納付保険料が介護給付費交付金及び地域支援事業の介

護予防事業交付金として交付されたものであります。 

 繰入金は、介護給付費等の市負担分及び職員給与費等を一般会計から繰り入れしたものであ

ります。 

 歳出の主なものは、総務費が職員人件費、電算処理業務委託料、介護認定時の主治医意見書

作成委託料、認定審査会運営に伴う諸費用、第７期介護保険事業計画策定に伴う業務委託であ

ります。 

 保険給付費は、介護サービス等諸費、介護予防サービス等諸費、高額介護サービス等費、高

額医療合算介護サービス等費、低所得者を対象とした特定入所者介護サービス等費などであり

ます。 

 地域支援事業は、介護予防・生活支援サービス事業費、包括的支援事業費、一般介護予防事

業費、包括的支援事業・任意事業費等として支出しております。 

 諸支出金は、前年度実績による国・県等負担金償還金及び第１号被保険者の死亡及び転出に

伴う介護保険料の還付金であります。 

 当市は高齢者世帯や独居高齢者数が県内でも上位にあるため、介護予防・日常生活支援総合

事業により、高齢者の生活を支える多様なサービス体制の整備に取り組んでおります。また、

元気高齢者を対象とした一般介護予防事業では、市内各地に設置されたふれあいの里を中心に、

地域で地域の高齢者を支援する体制づくりを進めており、平成３０年３月末現在で１２カ所に

設置されており、今後も増設に向けて推進してまいります。 

 次に、認定第６号 平成２９年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計決算の認定について

でございます。 

 農業集落排水事業は、農村地域の生活環境の改善と、快適な水環境の保全のため、興野地区

において平成１２年１月に供用を開始し、以来、施設の適正な維持管理及び水洗化率の向上に

努めてまいりました。平成２９年度末現在の水洗化率は、８９.０４％であります。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が５,７３７万３,３２９円、歳出決算額が

５,５４１万２,７３２円、歳入歳出差引残額は１９６万５９７円であります。 

 歳入の主なものは、農業集落排水使用料、一般会計繰入金、市債等であり、歳出の主なもの

は、建設事業に係る地方債の元利償還金、水処理センター施設の維持管理費等であります。 

 次に、認定第７号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計決算の認定についてであり

ます。 
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 下水道事業は、生活環境の改善、公衆衛生の向上及び公共水域の水質保全を目的に、南那須

地区では特定環境保全公共下水道が平成１０年３月に、烏山地区では公共下水道が平成１５年

３月に供用を開始しました。平成２４年度に事業計画を見直し、烏山地区、南那須地区を合わ

せた全体計画を８６.４ヘクタール削減し、２４９.６ヘクタールとしました。そのうち、平成

２９年度末で１８１.２ヘクタールの整備が終了し、整備率は７２.６％であります。平成

２９年度は、下水管渠の整備と施設の適正な維持管理、水洗化の促進事業等に努めてまいりま

した。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が４億２,２７２万２,２８０円、歳出決算額が４億

５４６万３０円であり、歳入歳出差引残額は１,７２６万２,２５０円であります。 

 歳入の主なものは、下水道使用料、受益者負担金、国庫補助金、一般会計繰入金、市債等で

あります。 

 歳出の主なものは、両水処理センターの維持管理費、建設事業に係る地方債の元利償還金、

南那須処理区における水処理センターの耐震補強工事、烏山処理区における管渠新設工事、水

処理施設の修繕等であります。 

 引き続き適切な施設の維持管理や水洗化の促進に努めてまいる所存であります。 

 次に、認定第８号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計決算の認定についてであ

ります。 

 建設改良は、災害対策として、境東簡易水道施設の耐震二次診断を実施いたしました。また、

簡易水道区域の管網解析業務を実施し、水道事業への統合準備を進めてまいりました。 

 維持管理につきましては、境東簡易水道施設の自家用発電設備等の点検及び老朽化した境簡

易水道浄水場の警報装置交換工事を実施し、設備保全に務め、有収率は前年度比１.９ポイン

ト上がり、８３.５％となりました。 

 平成２９年度の決算額は、歳入決算額が１億２,１３０万４,３４９円、歳出決算額が１億

７８５万７４４円であり、歳入歳出差引残額は１,３４５万３,６０５円であります。 

 歳入の主なものは、水道使用料、一般会計繰入金、前年度繰越金等であり、歳出の主なもの

は職員人件費、簡易水道施設維持管理費、水道整備費、市債元利償還金等であります。 

 今後は、適切な施設の維持管理に努めますとともに、水道事業への統合準備を進めてまいり

ます。 

 最後に、平成２９年度那須烏山市水道事業会計決算の認定についてであります。 

 建設改良では、栃木県烏山土木事務所発注の主要地方道宇都宮那須烏山線道路改良工事に伴

う田野倉地内配水管布設替工事等を実施し、水道水の安定供給に努めてまいりました。また、

水道施設更新事業は、城東浄水場無停電電源装置取りかえ工事等を実施いたしました。 
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 平成３０年３月末までの営業実績は、給水件数８,６３０件、給水人口２万１,７６２人、有

収水量２２７万８,４１４立方メートル、１日最大配水量１万２,４７０立方メートル、水道料

金収納率９８.５％であります。収益的収支は、消費税抜きで水道事業収益５億２,２４６万

６,５６１円、水道事業費用４億３,２６４万４,８４８円であります。この結果、平成２９年

度純利益は８,９８２万１,７１３円となりました。 

 資本的収支は、収入額４,８５５万９,０２１円に対し、支出額３億１９０万８,３９８円で

あります。差引不足額２億５,３３４万９,３７７円は、過年度分損益勘定留保資金及び減債積

立金取崩額１,２６０万円で補填いたしました。 

 今後も、適切な施設の維持管理に努め、水道水の安定供給に努めてまいります。 

 以上、認定第１号から認定第９号まで、平成２９年度決算の認定について一括して提案理由

の説明を申し上げました。何とぞ慎重に御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げ、提

案理由の説明といたします。 

○議長（沼田邦彦）  次に、決算審査の結果について、代表監査委員の報告を求めます。 

 瀧田晴夫代表監査委員。 

○代表監査委員（瀧田晴夫）  監査委員の瀧田です。地方自治法の規定に基づき、審査に付

された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況について審査した結果を報

告いたします。なお、監査委員は、私と渋井監査委員です。 

 お手元の平成２９年度那須烏山市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審

査意見書をごらんください。 

 １ページをごらんください。第１の審査の期間は、平成３０年７月１１日から２０日までの

うち、７月１１、１７、１８、１９、２０日の実質５日間、市役所烏山庁舎及び南那須庁舎で

実施いたしました。 

 第２の審査の対象及び第３の審査の方法につきましては、記載のとおりです。 

 第４の決算の概要についてですが、先ほど市長から詳細な説明がありました。また、資料に

おいても各会計ごとに詳細に記載してありますので、これらにつきましては後ほどごらんいた

だくとして、私からは簡潔に報告したいと思いますので、御了承ください。 

 １、各会計の決算状況です。決算状況の表は、２ページに記載してございます。一般会計及

び特別会計ごとの歳入歳出総額及び差引残額を記載しております。総計決算額は、歳入総額

２０２億７２２万７,３１７円、歳出総額１９１億９,１９６万２,６７７円、差引残額１０億

１,５２６万４,６４０円となっております。 

 ３ページ、ごらんください。２の一般会計決算状況です。（１）決算収支です。歳入総額か

ら歳出総額を差し引いた残額は、６億２,８０８万２,０３９円。ここから翌年度に繰り越すべ
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き財源６,０８４万４,０００円を差し引いた実質収支額は５億６,７２３万８,０３９円となっ

ております。この実質収支額のうち、３億円をそれぞれ１億５,０００万円ずつ財政調整基金

及び庁舎整備基金に繰り入れているところでございます。 

 （２）の財政運営の状況です。紙面の関係で、１,０００円単位の表示ですが、説明は円単

位で申し上げます。 

 歳入について、歳入に係る費用は４ページ、５ページにございます。歳入総額は、１２２億

７,１０５万３,８７７円で、調定額に対する収納率は９５.４％、収入未済額は５億

７,９９２万７,１１１円、不納欠損額は１,７０４万３,１３１円。歳入の主なものは地方交付

税及び市税で、６３.９％となっております。 

 市税については、調定額に対する収納率は８５.３％であり、また、不納欠損額が

１,５７８万１,６９１円となっております。 

 県支出金の収入未済額につきましては、平成３０年度に繰り越す畜産担い手育成総合整備事

業補助金です。 

 ６ページ、お願いいたします。歳出についてです。歳出に係る費用は、６ページ、７ページ

に記載してございます。 

 支出済額１１６億４,２９７万１,８３８円で、予算現額に対する執行率は９６.６％。歳出

の主なものは、民生費３１.６％、公債費１２.３％となっております。 

 ７ページ、地方債の状況です。平成２９年度の地方債の発行額は５億６,２５０万円で、年

度末の現在高は１２４億４,３０９万５,０００円です。 

 ８ページ、ごらんください。３、特別会計の決算です。 

 （１）国民健康保険特別会計です。歳入に係る費用は８ページ、９ページ、歳出に係る費用

は９ページ、１０ページに記載してございます。 

 まず、事業勘定の実質収支は２億５,０２２万５,３０９円で、そのうち１億円を国民健康保

険財政調整基金に繰り入れています。 

 収入済額は４１億５,１０８万５,６９６円で、調定額に対する収納率は９５.９％。収入未

済額は１億６,６３２万６,１０２円、不納欠損額は１,１３０万９,２３６円。歳入の主なもの

は、前期高齢者交付金２４.６％、国民健康保険税１９.８％、共同事業交付金１９.７％、国

庫支出金１９.４％です。 

 ９ページ、ごらんください。支出済額は３９億８６万３８７円で、予算現額に対する執行率

は９６.１％、歳出の主なものは保険給付費５９.８％、共同事業拠出金２１.２％です。 

 １１ページをごらんください。歳入にかかる費用は１１ページ、歳出が１２ページに記載し

てございます。診療施設勘定の実質収支は、１,５２４万７,３２５円で、そのうち
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１,０００万円を国民健康保険診療所運営基金に繰り入れています。収入済額は７,４４８万

１,１５１円で、調定額に対する収納率は１００％、歳入の主なものは、診療収入８６.２％で

す。 

 １２ページ、ごらんください。支出済額は５,９２３万３,８２６円で、予算現額に対する執

行率は８７.６％です。歳出の主なものは総務費７５.０％、医業費２３.１％です。地方債の

発行残高はありません。 

 １３ページ、お願いいたします。（２）の熊田診療所特別会計です。歳入に係る費用は

１３ページ、歳出に係る費用は１４ページに記載してございます。実質収支は７１２万

５,５１５円で、そのうち２００万円を熊田診療所運営基金に繰り入れています。収入済額は

５,６５９万１,５２６円で、調定額に対する収納率は１００％です。歳入の主なものは、診療

収入５８.５％、繰入金１５.９％です。 

 １４ページ、ごらんください。支出済額４,９４６万６,０１１円で、予算現額に対する執行

率は９５.５％、歳出の主なものは総務費７１.４％、医業費２８.６％です。 

 １５ページ、お願いします。（３）の後期高齢者医療特別会計です。歳入に係る費用は

１５ページ、歳出に係る費用は１６ページに記載してございます。実質収支は６５８万

８,８９３円です。収入済額３億２,９７０万４,８８０円で、調定額に対する収納率は

９９.８％、収入未済額は６３万９,２６４円、不納欠損額４,４００円。歳入の主なものは、

保険料６２.６％、繰入金２９.５％です。 

 １６ページ、お願いいたします。支出済額３億２,３１１万５,９８７円で、予算現額に対す

る執行率は９９.３％、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金９１.２％です。 

 １７ページ、ごらんください。（４）の介護保険特別会計です。歳入に係る費用は１７、

１８ページ、歳出に係る費用は１８、１９ページです。実質収支は７,５３１万９,１０７円で、

そのうち７００万円を介護保険財政調整基金に繰り入れております。収入済額は２７億

２,２９１万２２９円で、調定額に対する収納率は９９.７％、収入未済額８３１万

４,０３３円、不納欠損額は１０１万４,６００円。歳入の主なものは、支払基金交付金

２５.８％、国庫支出金２４.２％、保険料２０.０％です。 

 １８ページです。支出済額は２６億４,７５９万１,１２２円で、予算現額に対する執行率は

９７.６％、歳出の主なものは、保険給付費９１.８％となっております。 

 ２０ページ、お願いいたします。（５）の農業集落排水事業特別会計です。歳入に係る費用

は２０ページ、歳出に係る費用は２１ページに記載してございます。実質収支１９６万

５９７円です。収入済額５,７３７万３,３２９円で、調定額に対する収納率は９９.８％、収

入未済額は１３万６８０円、不納欠損額は７,２１８円。歳入の主なものは、繰入金６０.３％、
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使用料及び手数料１９.５％となっております。 

 ２１ページ、お願いします。支出済額は５,５４１万２,７３２円で、予算現額に対する執行

率は９７.２％。歳出の主なものは、公債費４９.７％、総務費４９.０％です。地方債の状況

は記載のとおりです。 

 ２２ページ、お願いいたします。（６）の下水道事業特別会計です。歳入に係る費用は２２、

２３ページ、歳出に係る費用は２３ページです。実質収支は１,７２６万２,２５０円です。収

入済額４億２,２７２万２,２８０円で、調定額に対する収納率９９.５％です。収入未済額は

１５１万４,１００円、不納欠損額は４７万６,５１２円。歳入の主なものは、繰入金

５３.２％、市債１８.７％です。 

 ２３ページです。支出済額は４億５４６万３０円で、予算現額に対する執行率は９７.１％、

歳出の主なものは公債費４６.８％、事業費３０.９％、総務費２２.３％です。地方債の状況

は記載のとおりです。 

 ２４ページ、ごらんください。（７）の簡易水道事業特別会計です。歳入に係る費用は

２４ページ、歳出に係る費用は２５ページに記載してございます。 

 実質収支は１,３４５万３,６０５円です。収入済額は１億２,１３０万４,３４９円で、調定

額に対する収納率は９９.４％。収入未済額５８万１９８円、不納欠損額９万８,４６４円。歳

入の主なものは、事業収入６０.４％、繰越金２０.０％、繰入金１９.２％です。 

 ２５ページ、お願いします。支出済額１億７８５万７４４円で、予算現額に対する執行率は

９２.７％。歳出の主なものは、総務費５１.４％、公債費４３.２％です。地方債の状況は記

載のとおりです。 

 ２６ページ、お願いいたします。５の財産の管理状況です。１の公有財産、土地及び建物、

山林の表は２６ページです。公有財産につきましては、平成２８年度の公有財産台帳システム

導入時に課税台帳との突合を行い、財産に関する調書と課税台帳の面積を一致させたところで

す。しかし、山林の表につきましては、森林台帳の数字をベースに作成していたため、これら

の数字より１６万１,３７５.４７平米多い数字を記載しておりました。今回、財産に関する調

書に一致させるため、この数字をもとに、平成２９年度中の増加分５５２.３０平米を加算し

た数字１６万８２３.１７平米を減算したところです。 

 ２７ページをごらんください。一般会計及び特別会計の基金の運用状況についてです。基金

の運用につきましては、足利銀行を初め５つの金融機関に分散し、定期預金を主体として運用

しております。なお、奨学基金及び地域振興基金の一部については国債で、財政調整基金の一

部については地方債で運用しております。 

 ２８ページ、ごらんください。審査結果及び意見についてです。平成２９年度の一般会計及
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び特別会計の歳入歳出決算に係る計数は、歳入歳出決算書など関係資料の計数と一致しており、

正確であると認めます。また、予算の執行状況、財務に関する事務及び財産の管理については、

一部に改善を要するものが見受けられましたが、おおむね適正に執行されていると認めます。

基金の運用状況についても、設置目的に沿って適正かつ効率的に運用されていると思います。 

 主な意見についてです。資料と前後いたしますが、最初に改善を要する事項について述べさ

せていただきます。内容は、一般会計の３段落目、県支出金から始まる部分です。歳入年度、

平成３０年度の歳入として処理された本年５月３１日の収入１,０２７万５,０００円は、

２９年度予算現額４,０５０万円、２８年度歳入額４,２３６万円余、及び３０年度予算額

４,０５０万円から推測した結果、３０年度ではなく２９年度歳入と思われました。収入があ

るから問題ないというものではありませんので、今後このようなことがないよう、ヒューマン

エラーの発生を前提としたチェック機能の構築の検討をお願いいたします。 

 続きまして、契約についてです。平成２９年度における随意契約に係る起案書を確認したと

ころ、大部分が随意契約の根拠となる条名のみで、該当号が記載されていないため、１号から

９号のうちどの号に該当するか不明瞭でありました。 

 なお、予算額１,０００万円以上の入札件数２０件を確認したところ、過半数の１２件が例

外規定である指名競争入札となっておりました。また、指名業者数が規定より少ないにもかか

わらず、理由が明示されていないものが見受けられました。契約の締結につきましては、地方

自治法第２３４条第１項、第２項及び那須烏山市契約規則第４条の規定に基づき、一般競争を

原則とし、指名競争入札は施行令第１６７条第１号から３号及び契約規則第５条第１号から

３号に該当する場合、随意契約は施行令第１６７条の２、第１項第１号から９号及び契約規則

第６条第１号から９号に該当する場合に限られております。一般競争入札以外については、根

拠条文の明確化について検討をお願いいたします。また、例外が原則より多くならないよう、

実態を踏まえた規定等の見直し検討もあわせてお願いいたします。 

 次に、一般会計についてです。歳入に係る財源の構成比率を見ますと、自主財源が

３５.１％、依存財源が６４.９％であり、昨年より０.５ポイントの自主財源が減少しており

ます。収入未済額は、国庫支出金を除き５億８,０００万円余、不納欠損額は１,７００万円余

となっております。収入未済から不納欠損処分に至るまでは、徴収可能時期を念頭に置いた訪

問等のほか、差し押さえ処分など法的措置、負担能力の調査など、大変御苦労されていること

と思います。このような御苦労にもかかわらず、特に市税の徴収率については８５.３％で、

昨年よりは上昇したものの、栃木県の平均収納率９４％を下回り、９０％を切るただ１つの自

治体となっております。 

 この数値は、滞納繰越分を含めたものであり、約１５％の市民が納税していないと誤解され
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る可能性があるのではないでしょうか。徴収率の内容を見ますと、現年課税分が９７.９％に

対し、滞納繰越分は８.４％であり、早期の対応が重要であることが実証されております。特

に市税収入未済額の９０.３％を占める固定資産税については、数名の大口滞納者が滞納額の

７割超えというような状況にあるようです。このようなことについて、丁寧な説明と、必要に

応じて、不公平感はあるものの徴収不可能な分については不納欠損処分を検討してもよいので

はないかと思います。 

 歳出については、武道館施設の本体工事の完了に伴う普通建設事業の減少に伴い、前年度と

比較して減額となっております。 

 基金及び歳計現金の公金については、さらに安全かつ確実で有利な運用管理に資するため、

新たに公金等の管理運用に関する基準を作成したところでございます。超低金利時代である現

在、高い運用益を得ることは困難と思いますが、この基準を踏まえて、引き続き適切な資金運

用をお願いいたします。 

 特別会計についてです。収入未済額は１億７,７５０万円余、不納欠損額１,２９１万円余と

なっております。また、一般会計からの赤字補填的な繰入金に依存した運営の会計も見受けら

れます。一般会計と同様、市民の不公平感を払拭するための収納とともに、特別会計の独立採

算制の原則に基づいた経営に向けて、引き続き努力してください。 

 今後の財政状況についてです。先ほど報告第３号で報告のありました平成２９年度決算に係

る健全化判断比率及び資金不足比率上は問題点は見受けられません。しかし、先ほど市長から

説明がありましたとおり、普通交付税について、合併による特例措置の算定替による縮減が始

まっております。今後、人口減少、高齢化が進展することを考えると、歳入の基本である市税

の増加は考えにくいものがあります。一方、建物やインフラ系公共施設の老朽化、耐震化のた

め、長期にわたり多大な財政負担、さらに少子高齢化や人口減少に対応した社会保障施策に係

る負担も年々増加傾向にあります。財政力指数、平成２７年度から平成２９年度の３カ年の平

均でございますが、０.４４１で、前年度より改善されているものの、県０.７９６、市

０.８１１、町０.７１１を大幅に下回る本市においては、さらなる効果的・効率的な財政運営

が必要かと思います。 

 最後に、人材の養成・確保についてです。昨今、中央省庁のみならず、県内の自治体におい

ても不適切な事案が散見されております。いずれの組織においても、発生するリスクの防止の

ための仕組みは構築されていると思いますので、不適切事案の発生は各所属における内部統制

が十分機能していないことが原因と考えられます。いかにすばらしい仕組みを導入しても、運

用に当たる職員が制度導入の意義を十分理解していなければ、目的どおりの効果は得られない

と思います。また、職員は限られた人員の中で、多様化・複雑化する市民ニーズに的確に対応
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しなければなりません。さらに、今後増加が見込まれる退職職員が蓄積した技能・技術の適切

な継承も必要と思います。このようなことから、職員が前例踏襲ではなく常に問題意識を持っ

て職務執行に当たれる体制構築の検討をお願いするものであります。 

 続きまして、水道事業の決算について審査した結果を御報告いたします。お手元の平成

２９年度那須烏山市水道事業決算審査意見書をごらんください。 

 １ページをごらんください。審査は、平成３０年７月２日に行いました。 

 第２の審査の対象及び第３の審査の方法は、記載のとおりです。 

 第４の事業の概要ですが、施設は従来どおり取水場８カ所、浄水場７カ所、配水場１１カ所

を稼働し、事業を行っております。 

 水道料金の現年分の収納率は、９８.５％で、２年ぶりに減少に転じました。主な要因とい

たしましては、年度末に那珂川町に融通した給水に係る約２００万円が翌年度収入になったこ

とであり、これを除くと、前年度とほぼ同程度の収納率となります。 

 ２ページ、ごらんください。事業の実績の表でございます。給水人口２万１,７６２人、前

年度と比較して３６１人の減であります。総人口普及率は、昨年より０.１％増の８０.７％。

簡易水道の区域を除く給水区域内人口普及率は９６.８％で、ほとんどの市民が公営水道の供

給を受けている状況です。 

 有収率は６５.９％で、類似団体の平成２８年度の８０.７％を下回っております。昨年度よ

り１.９％減少しており、その主な要因は、幹線道路の大口漏水事故や強い寒波の影響で給水

管の破裂が相次いだことが考えられます。 

 職員１人当たりの給水人口は４,３５２人で、前年度と比較して７３人の減でありますが、

類似団体の３,１０９人を上回り、少ない職員で対応していると言えると思います。 

 ３ページ、お願いいたします。予算の執行状況です。収益的収入及び支出です。アの収益的

収入は、予算額に対する収納率１００.４％、前年度と比較して５４３万円の減収。減収の主

な要因は、他会計負担金及び他会計繰入金の減少です。 

 イの収益的支出は、予算額に対する執行率９３.１％。前年度と比較して約２,３２３万円減

少。主な要因は、減価償却費及び支払い利息の減少です。 

 ４ページ、お願いします。（２）の資本的収入及び支出です。アの資本的収入は、予算額に

対する収納率１１２.６％。前年度と比較して約７０万円の増収。増収の主な要因は、田野倉

地内配水管布設替工事に係る移設補償費です。 

 イの資本的支出は、予算額に対する執行率９９.２％。前年度と比較して約１,７５０万円増

加。主な要因は、民間資金による企業債の一部を繰上償還したことによるものです。 

 ５ページ、お願いいたします。ウの資本的収支状況です。資本的収入が資本的支出に不足し
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た額について、過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金を取り崩して補填した結果、内部留

保資金残高は１０億８,０１１万円余となりました。詳細は表をごらんください。 

 ６ページ、ごらんください。３の経営状況です。当年度の純利益は８,９８２万１,７１３円、

水道事業に係る収益は５億２,２４６万６,５６１円から、費用４億３,２６４万４,８４８円を

差し引いたものです。 

 当期純利益につきましては、先ほどこの議会において第１２号議案として議決されましたの

で、約１割に当たる９００万円を減債積立金として積み立てることになります。 

 （１）の収益内容です。収益に係る表は７ページです。営業収益は、４億８,００４万

５,２８６円で、そのうち９９.２％が給水収益です。営業外収益は４,１７８万８,８４８円で、

そのうち８６.１％が長期前受金戻入です。特別利益は６３万２,４２７円で、そのうち

９９.６％がその他の特別利益、具体的には貸倒引当金の戻入益です。過年度損益修正益は、

平成２６年度分の消費税及び地方消費税の還付額でございます。 

 ７ページの（２）費用内容です。費用に係る表は、次のページ、８ページです。営業費用は

３億７,３８１万７,３３８円で、そのうち６０.６％が減価償却費です。営業外費用は

５,８８２万７,５１０円で、ほとんど支払利息及び企業債取扱諸費、具体的には企業債利息で

す。特別損失はございません。 

 ９ページ、お願いいたします。（３）の経営比率です。事業活動に伴う営業、営業外全体で

いう区分の指標です。全て１００％以上であるので、問題はないかと思います。なお、類似団

体の指標と同時期を比較しても見劣りするものはなく、むしろ本業である営業収支で類似団体

を上回っていることはよいことかなと思います。また、毎年、指標が上昇していることは、業

績の向上と見ることができるかと思います。詳細は、表及び記述をごらんください。 

 １０ページ、ごらんください。４の財政状況です。資産は５５億３,０４１万４,３２７円で、

前年度と比較して１億７,２３０万９,８７８円減少。負債は３０億８,７１７万８,２６２円で、

前年度と比較して２億９,９５３万２,３１７円減少。資本は２４億４,３２３万６,０６５円で、

前年度と比較して１億２,７２２万２,４３９円増加です。 

 （１）の資産です。資産に係る表は１１ページです。固定資産は４４億２,９９５万

８,７８１円。主なものは、構築物、機械装置、建物です。前年度と比較いたしまして１億

９,９０８万８,２７３円減少しています。主な要因は、減価償却によるものです。流動資産は

１１億４５万５,５４６円。主なものは現金預金です。貸倒引当金の増は、破産更生債権等、

収納の見込みが極めて低いものを全額計上したためです。繰延資産は、鉄道事業に係る災害に

よる損失のみであり、計上することはありませんが、様式が示されているので、それにのっと

りました。 
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 １２ページ、ごらんください。（２）の負債です。負債資本に係る表は１３ページです。固

定負債は２２億３８０万５,８０５円。１年を超えて償還金が到来する企業債。昨年度と比較

いたしまして２億６,３４５万３,６３１円減少しております。主な要因は、発行がなかったこ

とによる償還分の減少とともに、償還期限が１年以内になったものについては流動負債に区分

変更するためです。流動負債は２億５,８６３万５８３円。１年以内に償還期限が到来する企

業債です。繰延収益は６億２,４７４万１,８７４円。長期前受金です。固定資産の取得または

開業に伴い交付される補助金等である長期前受金から、既に収益化された減価償却費見合い分

を除いた分が計上されております。 

 （３）資本です。資本金は２０億５,９２１万４,６２０円。前年度と比較いたしまして

３,７４０万７２６円増加しています。主な要因は、簡易水道分の企業債元金償還に係る一般

会計からの繰り入れ、剰余金は３億８,４０２万１,４４５円。前年度と比較して８,９８２万

１,７１３円増加。要因は、当年度の純利益です。 

 １４ページ、ごらんください。（４）の水道料金の未納状況です。水道料金の未納額は、

５６４件、１,０９４万６,０４４円。未納者に対しましては、市水道事業給水停止処分取扱規

程に基づき、整理を進めました。１６１件の給水停止通知書を送付し、１６件が執行に至り、

年度末で１２件は継続中です。平成２２年度から２７年度までの２９件、約３０万円について、

不納欠損処分としたところです。詳細は表をごらんください。 

 １５ページ、ごらんください。（５）の財務比率です。水道事業の場合、施設の建設費の大

部分を企業債で調達するという特殊性があるため、指標の範囲外であっても即、不健全と言え

ない場合もございます。指標は望ましい方向にシフトしていると思います。 

 自己資本構成比率は、総資本に占める自己資本の割合を示す指標であり、高いほど経営が安

定するとされています。 

 固定資産対長期資本比率は、固定資産がどの程度、長期資本で調達されているかを示す指標

であり、低いほど望ましいとされております。 

 固定比率は、自己資本がどの程度、固定資産に投下されているかを示す指標であり、

１００％以下が望ましいとされております。水道事業の場合、固定比率が１００％を超えてい

ても、固定資産対長期資本比率が１００％を下回っていれば、長期的な枠内の投資が行われて

いるということで、必ずしも不健全な状態とは言えません。 

 １６ページ、お願いします。流動比率です。流動比率は、流動負債に対する流動資産の割合

で、短期債務に対する支払い能力を示すものであり、２００％以上が望ましいと言われていた

かと思います。 

 １７ページ、お願いいたします。５の資金状況です。キャッシュフロー計算書は、１８ペー
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ジです。キャッシュフロー計算書は、１事業年度における資金収支の状況を業務活動、投資活

動及び財務活動に区分して表示したものです。表は直接法と間接法、やり方がございますが、

これは間接法でやっております。キャッシュフロー計算書により、１事業年度における資金の

流れですが、業務活動がプラス、投資活動がマイナス、財務活動がマイナスであり、比較的良

好な経営状況と言われるパターンであると思います。 

 業務活動によるキャッシュフローは、通常の業務活動の実施による資金の流れを表示します。

当年度純利益８,９８２万１,７１３円に、現金支出を伴わない減価償却費などを加算し、長期

前受金の戻入額などを減算し、最終的には２億７,４１９万９,６０２円となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローは、通常の業務活動の基礎となる固定資産の取得及び売却

による資金の流れをあらわします。上水道整備のために２,７５１万６,８７５円を減算し、水

道加入金などを加算し、最終的にマイナス１,７８７万７,０８１円となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローは、増資や減資による収支や資金調達、返済に関する資金

の流れを表示します。企業債償還のために２億７,２１９万５,９２３円を減算し、他会計から

の出資金を加算し、最終的にマイナス２億３,４７９万５,１９７円となりました。 

 事業活動によるキャッシュフローから、財務活動によるキャッシュフローまでを加減した結

果、資金増加額２,１５２万７,３２４円が算出され、これに資金期首残高を加算した資金期末

残高１０億８,４９０万４,８４９円、これが１１ページの流動資産の現金預金に一致するもの

でございます。 

 １９ページ、ごらんください。審査結果及び意見です。審査に付された決算書類は、適切に

作成されており、また、実施した審査の範囲において、計数は正確で、会計事務はおおむね適

正に処理されていたと認めます。 

 経営状況及び財政状況については、確認した各種指標が望ましい方向にシフトしており、問

題は見受けられませんでした。引き続き健全で安定した経営をお願いいたします。 

 水道料金の収納率については、前年度と比較して０.４ポイント減少しましたが、那珂川町

への給水に係る未収という特殊要因を除くと、ほぼ前年度同様の実績であり、県内で高位を維

持しております。収納に係る御苦労は多々あろうかと思いますが、引き続きよろしくお願いい

たします。 

 なお、破産更生債権等に係る貸倒引当金を計上したところですが、例えば個人と法人に異な

る給水停止条件を適用するなど、大口滞納の発生防止に係る検討をお願いしたいと思います。 

 今後、人口の減少に連動し、収入減が予想される一方、有収率の向上の観点からも老朽管更

新事業は喫緊の課題と思われます。野上地内の配水管布設替工事の設計など、先行した取り組

みも見受けられますが、水道料金の設定なども含め、実現可能な計画を作成し、着実な施設更
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新をお願いいたします。 

 経費節減の取り組みといたしましては、企業債の繰上償還を実施したところですが、引き続

き可能な範囲で取り組むとともに、経費の中でも大きな割合を占める電力については、有利な

電力会社の選択など、新たな検討もお願いいたします。 

 水道事業の安定的な運営には、豊富な経験・知識や技能を有するスタッフが必要不可欠と思

います。ベテラン職員の技能や知識の継承を図れるよう、人材の継続的確保や育成の仕組みの

構築をお願いいたし、私の全ての決算審査の結果報告を終了させていただきます。ふなれなた

め、お聞き苦しい点が多々あったかと思います。御清聴ありがとうございました。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  済みません、認定の報告の中で数字を間違えていたみたいなので、も

う一度、ちょっと訂正をさせていただきます。 

 歳出のほうの、一般会計の歳出の１１款災害復旧費、農地農業用施設災害復旧費や公共土木

災害復旧費の増により、対前年度比１,０５０万８,０００円で、４１４.８％の増額です。こ

こを何か続けて言っちゃったみたいなので、済みません、申しわけありませんでした。 

 その次が、平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算につきまして、歳出の決算額を

ちょっと読み間違えたようなので、４,９４６万６,０１１円であります。 

 以上、訂正をお願いいたします。申しわけありませんでした。 

○議長（沼田邦彦）  以上で提案理由の説明及び監査委員による決算審査結果の報告が終わ

りました。 

 お諮りいたします。質疑については、議会運営委員会の決定に基づく日程のとおり、９月

１０日に行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、平成２９年度決算の質疑については、９月１０日に行うことといたします。 

                                    

     ◎日程第２７ 付託第１号 請願書等の付託について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第２７ 付託第１号 請願書等の付託についてを議題といたしま

す。 

 この定例会において受理した請願書等は、付託第１号のとおりであります。この請願書等に

ついては、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。 

 よって、付託第１号のとおり、陳情書第１号 東海第二原発の稼働延長を認めない意見書の

提出を求める陳情については、所管の総務企画常任委員会に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（沼田邦彦）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議はあす午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでございました。 

［午後 ３時４８分散会］ 
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